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今 日、「まちづ くり」ということばに象徴 されますように、地方都市には豊かで強い個性

が求め られてお ります。そうした中、地域の歴史や景観、伝統文化、 自然が資源 として見

直され、これらをキーワー ドとしたまちづ くりが各地で展開されるようになって参 りまし

た。 このことは、歴史や伝統文化が果たす役割が、地域においていかに重要であるかを雄

弁に物語ってお り、その保護・保存が現代に生 きる者の重大な責務であることを改めて実

感 させて くれます。

本書は、平成 9年度・10年度の 2か年にわたって実施された県道甲府山梨線整備事業に

伴 う発掘調査報告書であります。調査場所は武田氏館跡の前面にあた り、国史跡の指定区

域に位置することから、計画段階から山梨県甲府土木事務所 と文化庁 。県教育委員会 。市

教育委員会が慎重に検討を重ね、史跡武田氏館跡整備活用委員会 。同調査団会議での協議

を踏 まえて、 ようや く発掘調査 とこれに続 く整備事業に着手することができました。

この道路は、周辺住民にとっては唯一の幹線道路であり、また、武田神社へ向かう多 く

の参詣客・観光客が利用 してお りますが、史跡保護 との調和を図るため長期にわたる発掘

調査が必要 とな りました。この間、ご協力をいただきました皆様方に、先ず もってお礼申

し上げる次第であります。

おかげさまで、県道の直下に戦国時代の遺構が良好に残 されている状況が把握 され、遺

構の保存処置に万全を期すことができました。今後は、現在策定中の武田氏館跡整備基本

構想・基本計画の中にその成果 を取 り入れ、武田氏館跡を核 としたまちづ くりに活か して

参 りたいと考えてお ります。

本報告書が学術研究深化への一助になるとともに、教育資料へ も活用され、郷上の歴史

と文化を再認識する機会 となれば、この上ない喜びであります。

最後になりましたが、発掘調査から報告書刊行まで多大なる御理解 と御協力をいただき

ました甲府土木事務所、及び御指導・御鞭撻 を賜 りました関係各位に深甚なる感謝 を申し

上げます とともに、引き続 きのお力添 えをお願い申し上げます。

平成12年 2月

甲府市教育委員会

教育長 金 丸 晃
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7。 発掘調査及 び報告書作成 に際 して、次の方々か らご指導 ご協力 を賜 った。厚 く御礼 を
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2.遺 構 名 は、 各 遺構 の性 格・ 形状・ 検 出状 況 等 に応 じて各調 査 現 場 にお い て 付 したが、
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第 1章 調査の経緯 と親

第 1節 調 査 に至 る経 緯

平成 7年 3月 下旬、 甲府土木事務所 よ り県道 甲府 山梨線 (通 称武 田通 り及び武 田神社前

東西通 り)の歩道・車道 の整備、電線等 の地 中埋設工事、ベ ンチ・街路灯の設置、街路樹 の

植栽等 の修景工事 を内容 とす る道路整備計 画案が提示 された。現在 、 この道路 は周辺住民

に とっては生活道路 であ り、観 光客 には史跡武 田氏館跡へ のア クセス道路 と して活用 され

る重要 な幹線道路 で ある。 この道路整備計 画 に関わ る部分 は史跡武 田氏館跡保存管理計 画

で A～ C地区 に区割 りされた地点、すなわ ち梅翁 曲輪及び家臣団屋敷 と推 定 され る地域 に

合 まれ る。特 に保存管理基準 で は A・ B地区 につ いて道路 の新 設、及び既存 の ものの拡 幅

は認 め られてお らず、改修・ 舗 装 につ いて も事前の発掘調査 と検 出 された遺構 の適切 な保

存措 置が条件 とされてい る。 そのため、文化庁・ 県教委・ 市関係部 局及 び 甲府土木事務所

等 と協議 を繰 り返す とともに、武 田氏館跡整備活用委員会・ 同調査 団会議 に諮 り討議 す る

こ とにな った。

約 4年 にわた る協議 に よって、次の こ

とが確 認 された。①遺構 の保存 を前提 と

した上 で、歩道整備 に重点 を置 いた道路

整備計 画 を承認す るこ と。②将来 の史跡

公 園整備 を見据 えて、今 回は暫 定的 な道

路整備 へ と計画修正す るこ と。③ 電線等

の地 中埋 設及び側溝敷 設 な ど、掘削 を伴

う部分 につ いて は原 因者の経 費負担 で発

掘調査 を実施す るこ と。④発掘調査 は甲

府市教 育委員会が主体 とな り、平成 9年

度 に南北通 り部分 (通称武田通 り 。史跡

武 田氏館跡第54次調査 )、 10年度 に武 田神

社前東西通 り部分 (史跡武 田氏館跡 第 55

次調査 )の順で調査 す るこ と。

第 2節 調 査 の 方法 と経 過

調査範 囲 は電線等 の地 中埋設及び側溝敷 設 な ど掘削 を伴 う部分 、す なわ ち道路 の両側 、

幅 2.5～ 3mが 対象 となった (図 2)。 現在、県道周辺 には住宅・店舗 が立 ち並 び、都市化 が

著 しい。調査 に際 しては歩行者 。車両の安全 を図 り、更 には宅地へ の出入 り、県道 か らの

住宅街へ の進入路確保 に努め る必要が あった。道路使用許可の関係上 、両側 交互 通行 を確

保 しなければな らず、道路 の両側 を同時 に調査す るこ とは不可能で あった。 その ため調査

地 区 と して、道路 片側 のみ を10～ 20m程度 に適宜区切 り、調査 を進 めなければな らず、特

に住 宅の前面 を調査 す るこ とにな る住民 とは個 々に調査 開始時期 。期 間 。範 囲 につ いて話

し合 い、 了解 の もと調査 を進 めた。調査 は、狭長で細切 れ状態の範 囲 ご とに進 め られ、写

真撮影・ 記録図面作成の後、埋め戻 し、新 たな調査区の掘 り下 げ を行 う、 とい う繰 り返 し

で あった。多 くの制約 によ り調査範 囲中、県道 か ら住宅街への進 入路部分 は調査 す るこ と

がで きなか った。更 に南北通 り(通称武 田通 り)に 面 し、かつて梅翁 曲輪 の堀 が存在 した地

図 1 県道整備イメージスケッチ (協議資料より)
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点 は、昭和 30年代 に埋 め立 て られていたため、試掘調査 を実施 し、掘 削が及ぶ範 囲 は依 然
として、埋土 に相 当す るこ とが確 認で きたため調査範 囲か ら除外 した。

平成 9年度、第 54次調 査 は県道南北通 り (通称武 田通 り)約 150mの 範 囲 を調査対象 と し
た。平成 9年 8月 25日 か ら 9月 3日 まで試掘調査 を実施 し、遺構 の広 が り、前述 した梅 翁

由輪 の堀の埋 め立 て を確 認 した。本調査 は10月 14日 よ り開始 し、12月 24日 まで実施 した。

調査面積 は約 660m2で ぁ る。平成 10年度、第 55次調査 は武 田神社前東西通 り約 130mの範 囲
を調査対象 とした。調査 は 8月 5日 よ り開始 し、翌平成 11年 3月 22日 まで実施 した。調査

面積 は約 945m2で あ る。

第 3節 調 査 の概 要

発掘調査 で は当初 の想像 を上 まわ る成果が得 られ た。 す で に県道工事 に際 して、遺構 の

破壊、 あるいは部分 的 な削平 な どを受 けてい る もの と考 えていたが、思 いのほか良好 に遺

構 が残 ってい るこ とが確 認で きた。 ただ都 市化 に伴 う水道・都 市ガス管 の埋設 は、県道 の

南北・東西通 り、 ほぼすべ ての調査 区 において確 認 され た。

平成 9年度、第 54次調査 の県道南北通 り部分 は地名・ 古絵図等か らは家 臣団屋敷 が広 が

る空間 と想定 されて いた。調査 は県道西側部分 か ら開始 し、その後、東側部分へ と移 った。

調査 に よ り井戸跡 1基・ 集石 墓坑 1基・ 溝跡 12条・ ピッ ト81基等が確 認 された。予想 して
いた ような屋敷割・ 建物 配置が知れ る直接 的な資料 は得 られなか った ものの、現在 の街路

軸線 とは大 き く異 な る溝跡 が検 出 された。戦 国期城 下町 の形成 。町割プ ラン施行 との関係
を窺 う上 で興味 あ る資料 となろ う。

平成 10年度、第 55次調査 の武 田神社 前東西通 り部分 は堀 を挟 んだ館 の前面 にあた り、武
田氏滅 亡後 には梅翁 曲輪 が増設 され、館 内に取 り込 まれ た地点 に相 当す る。調査 は南側 部
分 か ら適宜、 1区 ～12区 と して開始 し、その後、北側部分 (13区 ～18区 )へ と移 った (図 3)。

調査 に よ り水路跡・土塁跡・堀跡・石列等 とともに広範 囲 に及ぶ造成 の痕跡が確 認 され た。
なお、埋 め戻 しに際 し、検 出 された遺構 は将来 の史跡整備・活用 を考慮 して山砂・ 土嚢

によ り養生処 置 を施 し、埋 め戻 してあ る。

図 3第 55次 調 査 区
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第 2章 遺 跡 概 況

第 1節 歴 史 的環 境

甲府 市街 の北部、上積翠寺町か ら流 れ 出す相川 に よって形成 された相川扇状 地 の開析部

に武四氏館跡 は位置す る。館 の東方 山麓 か ら半 島状 に突 き出 した尾根 を「邸問 が崎」 と呼

び、 これ に接 して造営 された こ とか ら膜[明 が崎館 とも呼 ばれ る。近年、地 中 レー ダー探査

に よ りこの出崎 か ら武 田氏館跡 に至 る半 島状 に連 なった尾根 の存在 が推測 され てお り (『史

跡武田氏館跡 Ⅲ』)、 こ う した旧地形 を利用 した館 の 占地・ 造営が推定 され る。相川扇状地

は 1ヒ (積翠寺丸 山 )。 東 (愛宕 山 )。 西 (湯村 山 )の 三方 を山で囲 まれ、扇状地 の西縁 は相川 が

流下 して崖 を形成 し、東方 山麓沿 いには藤川 が流 れ扇状地面 を深 く浸食 してい る。武 田氏

館跡 は三方 を山に囲 まれ、更 にその東西 を流 下す る相川・ 藤川 の存在 に よ り自然 の要害地

形 を作 りだ していた。

武 田氏館 の造営以前、館周辺の歴 史 はい まだ判然 としない。特 に考古学 の成果 に負 うと

ころが大 きい平安時代以前の様本日は、現在 までの断片的な試掘調査 の成果 と僅 か に遺跡の

分布 か ら推浪1す るのみで あ る。試掘調査 に際 して、縄文土器の出土 も見 られ るが、 しヽずれ

も流 れ込 み と考 え られ、明確 な足跡 として遺構 が確 認 され るの は奈 良 。平安時代 か らであ

る。 武 田氏 館 跡 第 21次調 査 に際 し、 奈

良 ～平 安 時代 の土 師器・ 須 恵器 を伴 う

溝 跡 を検 出 して い る (図 4)。 奈 良・ 平

安 時代 の遺 跡 分 布 は扇 状 地 外縁、相 川 。

藤川 の流 域 に集 中 し、 数地 点 の みの 限

られ た分 布 で あ る。 また城 館 等 武 田氏

関 連 を 除 く中世 遺 跡 の 分 布 に つ い て

も、 同様 に、 数地 点 の分 布 が確 認 され

るの み で あ る。 いず れ も扇 状 地 外縁 を

流 下 す る河川 の流 域 に集 中 し、扇 央 部

一 帯 に は遺 跡分 布 が確 認 で きな いの が

現 状 で あ る。

文献 上 で は、 平 安末 ～鎌 倉 時代 にか

けて、 甲斐 に土着 以後 、現在 の 甲府 市

内 に根 拠 を置 いて活動 す る武 田氏 一 族

が確 認 で きる。現 市 内 中心 部 に は、 一

条 郷 に根 興 を置 い た一 条 忠 頼 、 市 内東

部 で は板 垣 郷 に製 った板 垣 兼信 、市 内

西 吉|か ら1ヒ吉Iに か けて 1ま 塩 部 庄・ /Jヽ 松

庄 に拠 っ た武 田有 義 が知 られ る。 南北

朝 ～室 町 時代 にお いて も、法 泉 寺 (武 田

信 武創 建 )・ 恵運 院 (武 田信 縄再 興 )。 興

因寺 (武 田氏再 興 )な ど、現在 、 武 田氏

館 跡 周 辺 の 山 裾 に点 在 す る寺 院 の 創

建・ 再 興 に際 して は武 田氏 との 関係 が

伝 え られ て い る。 図 4
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館造営 当時、すで に周辺 には史料上確認 で きる集落 と して小松・塚 原が あ る。 甲府市小

松田丁諏訪ネ申社 十日蔵 の文 明 18年 (1486)2月 21日 イ寸け棟札銘 には 「 /1ヽ オ公涯こ」 と:見 え、 更 にラ(I
ll年 (1583)正 月 14日 の徳川 家康 印判状写 には「小松 内積翠寺」 とあ る。「小松」の地 は、狭

義 には現 /Jヽ松田丁周辺 にとヒ定 され るが、 ナ六義 には本ロサII中 学荒域 か ら LI荒 のユ兄 L積身]寺 田丁まЧ含を

含んだ汎称 として用 い られ ていた こ とがすで に明 らか にされ て い る。他 に、年代 は下 るが

『高 白斎記』天文 22年 (1553)3月 6日 条 に、小松 。塚 原 の他、和 田・岩窪・駒井 (積翠寺 )

郷 に対 して人足押立公事 を免 じる印判 が下 された記述が見 え る。 いずれ も史料上確認 で き

る集落 は、扇状地外縁 の 山麓部 に集 中す る とともに、河川 の流域 に発達 してい る。

武 田氏館跡周辺の地 には、すで に平安時代末か ら武 田氏 との繋 が りが うかがわれ、永正

16年 (1519)、 信虎 に よ り館 が造営 された地 は「小松庄」 に合 まれ る地 で あったのか も知れ

ない。

′ ノ

＼
願

小松

第 2節

図 5中世集落 。寺院分布概念図 (明治42年の地形図をもとに概念図化した。)

調査地の概要

今 回の 2次 にわた る調査地 は南北約 150m、 東西約 130mの 広範 囲 に及び、梅翁 曲輪・ 家

臣団屋敷地 な どの外郭部 に相 当す る。

梅翁 曲輪 は主郭部・ 西 曲輪 の南 に位置 し、東西 2町、南北 1町の規模 を有す る。各種古

絵図 には「楳王」「梅 王」 とも表記 されてい る。「甲州古城勝頼以前 図」 (恵林寺蔵 )|こ は「平

岩七 之介築候添 曲輪」 の注記が あ り、天正 10年 (1582)6月 以降、 甲斐国 を領有 した徳川 家

康 に よって増設 され た こ とが判 明す る。江戸時代、柳沢 氏の 甲斐領有期 (1704=24)に は、

下級家 臣団の組屋敷 が この曲輪 内に も置かれていた。『甲斐国志』はこの曲輪 の場所 を武 田

争
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氏 時代 の 「蔵 前 の庁 所 」 とい い、 す で に武 田氏館 跡 全体 が畑 地 で あ る と記 述 す る。

現在 、 東・ 西 。南側 を上 塁 と堀 で 囲続 し、 南側 で は堀 幅約 15m、 土 塁 幅 約 15～ 21mを 測

る。 出入 り日部 は南 。西 南 隅 の二 か所 に存在 した。 南側 の 中央 部 に は土 橋 が残 り、 今 で も

幅 lm程 の通 路 と して使 用 され て い る。 この部分 の 上 塁 幅 は約 21mを 測 り、 他 と比 べ 幅広

くなってい る。西南隅 は架橋 で あったのだ ろ うか、対応す る曲輪側 に土 塁 はな く、一段低

くなって虎 日空間 を作 り出 して い る。

また、主郭部 と西曲輪 の塁線 が直線 とな らず、ずれ を持 ってい るこ とか ら、結果 として、

梅翁 曲輪 と西 曲輪 の間 には広 い空間が形成 され、 この空間 に馬 出土塁が構 築 された。各種

古絵図 に よ り、細部 の形状・ 規模 は異 な るが、 いずれ も角馬 出 と して描 かれている。宅地

化 に伴 い、梅翁 曲輪 内部 は住宅地 とな り、土橋 か ら東椒Jの 堀部分 は完全 に埋 め られ、現在

で 1ま 南・ 西側 に残 る堀 と土塁か ら旧状 を窺 い知 るだ け となってい る。

明治 42年、陸地測量部作成 の地形 図 (図 6)で は、武 田氏館跡周辺 には村 々が点在 す る散

村 的 な景観 が広 が ってい る。館 を起 点 として、扇央部 は空 白地 として描 かれてお り、一方、

扇状地外縁 は耕作地 として開発 されて い る様 子が読 み取 れ る。集落 の分布 も相川 。藤川流

域 の山麓部 に集 中 し、扇央部 には峰本・ 塔岩の集落が僅 か に確 認 され るのみである。 その

他、 この地形図 には館 を中心 に南北 5条の街路が明瞭 に描 かれてお り、西 曲輪 南虎 日前の

馬 出土塁、梅翁 曲輪東側 の上塁 と堀 な ど もまだ読 み取 るこ とがで きる。

烹 lr
l XI

|＼=iト

大 正 10年作 成 の 甲府 全 図 (図 7)で は、 武 田氏館 の城 下 に は県 立 師範 学 校・ 高 等工 業 学校

が建 ち、更 には南 北街 路 を大 き く無 視 して 甲府 四十 九連 隊 兵 舎 が見 られ 、 市街 地 が徐 々 に

館 周 辺 に まで広 が って い く様 相 を示 して い る。 また、 図 6で は空 白地 と して描 かれ て い た

‥ヽ，一一́
岸
．

図 6武 田氏館跡周辺地形図 (明治42年 S=1:25,000)
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扇央部 は耕地化 してい る状況が読み取れ る。

おそ ら く武田氏館跡の北西の地 において大

正 6年、溜 め池 (竜 ケ池 )が築造 された こ と

が契機 となったのであろ う。

昭和 54年作成の地形図 (図 8)で は、直線

化 された道路 が館跡 にまで達 してい る。西

曲輪南虎 日前の馬 出土塁・ 梅翁 曲輪東側 の

上塁 と堀 な どは、 もはや確認で きない。 そ

れ とともに史跡 の南側 では、扇状地 いっぱ

しヽ 1こ 宅地 が lA~が り、 著 しく者卜1市化が進 4予 し

てい る。

第 3節 過 去 の発 掘 調 査成 果

武田氏館跡周辺では、平成 11年 3月 末 ま

で に60次 にわた る調査 を実施 した。 多 くは

個 人住宅建 設 に伴 う現状 変更 に際 して、実

施 されて きた ものであ る。第25次調査 まで、

その成果 の一端 はすで に『史跡武 田氏館跡

I』 (1985)・『甲府市史史料編第 1巻』(1989)

等 にま とめ られてい る (図 4)。

ここでは第25次調査 までの成果 を もとに、

| 
°

|

図 8武 田氏館跡周辺地形図 (昭和54年 S=1:25,000)

illlllP

図 7武 田氏館跡周辺地形図 (大正10年 )
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主 として梅翁 曲輪 内の調査成果 につ いて確認 してお く。過去、 7回 の調査が実施 され、重

複関係 を有 す る遺構 、 あ るいは数時期 の変遷が確認 された遺構 もある。

第 7次調査

調査地点 は梅翁 曲輪南側 土塁上 に相 当す る。土塁構築以前の生活面及び土塁の拡張が認

め られた。土塁 は約 1.5mの 高 さで、 8層 に及ぶ粘 土層が盛 られてい る。土塁基底部か らは

埋葬人骨が検 出 され、土塁構築以前す なわち梅翁 曲輪造成以前の武田氏時代 の遺構 とされ

る。更 に、検 出 された土塁 には 2時期 の変遷が確 認 された。 当初 の上塁 は内部 に礫 を充壊

す るが土のみで構 築 されてお り、その後、約 lm北側 に拡張 して土塁表面 に 6～ 7段の野

面積 の石積 を施 してい る。天正 10年 (1582)の武 田氏減 亡以後 に構築 された梅釜 山輪 におい

て さえ も修築 の手が加わ ってい るこ とが確認 された。 この調査 に よって梅翁 曲輪が構築 さ

れた地点で は 3時期 の変遷が把握 された。第 1期 ～梅翁 曲輪造成以前の武 田氏時代、第 2

期 ～梅翁 曲輪構 築時、第 3期 ～梅翁 曲輪修築時 となろ うか。

第 11次調査

調査地点 は梅翁 曲輪 のほぼ中央部 に相 当す る。長 さ約 12mに お よぶ石組水路 とともに上

幅 2.8m、 底面幅 1.lm、 深 さ1.4mの規模 を測 る溝跡 が検 出 された。重複関係 にあ り、溝 を

埋め戻 した後、石組水路が構築 されてい る。 出土遺物か ら各遺構 の時期 を確 定す るには至

らないが、 2時期 の変遷 が認め られてい る。

第 13次調査

調査地点 は梅翁 曲輪西側 土塁上 に相 当す る。土塁構築状況及び土塁構 築以前の生活面が

認め られた。確 認 された土塁の高 さは約 2.5mで、14層 に及ぶ盛上が されてい る。土塁基底

下か らは 2イ回の礎石 が検 出 され、梅翁 曲輪 造成以前の武 田氏時代 の遺構 が確認 された。

以上 、特 に数時期 の変遷が確認 された調査 を取 り上 げた。 いずれ も水路・ 土塁・溝等 の

遺構 を検 出 し、 それ らに伴 い遺物 も出土 してい る。他 に礎石 を何地点かで確 認 してい るた

め門・建物跡 な どを想定で きるが、残念 なが ら曲輪 内の空間的な建物配置 まで知れ る資料

は得 られていない。部分 的な発掘調査 ではあ るが、梅翁 曲輪造成以前、武 田氏時代 に位置

づ け られ る遺構 が存在 す るこ と、梅翁 曲輸構 築後 において も修 築が されてい るこ とが確認

されてい る。
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第 3章 検出遺構・遺物

第 1節 第 54次調 査 (県道 南北通 り)

第54次調査地 か らは溝跡・井戸跡・ 集石 墓坑・土坑・ ピッ トな ど多 くの遺構 が確認 され

た。以下、溝跡 か ら順次報告す る。 なお、検 出 した遺構 名称 は調査時 に SD-1～ 13、 S

E-1、 SKl～ 5と していた もの を、報告 に際 しては 1～ 13号溝、井戸跡、 1～ 5号土

坑 と変更 し、遺構番号 につ いては調査時の番号 をその まま踏 襲 してい る。

(I)溝  跡

調査 で は1～ 13号溝 (7号溝 は欠番 )ま で溝跡 12条 を検 出 した。以下、番号順 に報告す る。

1号溝 (図 9)

西側調査 区か ら検 出 された。東西方向 に延び、 N-49° 一Wの軸 とな る。ガス管理設 に と

もな うtt■乱が見 られ る。幅 0.84～ 1.02m、 深 さ0.38mを 測 り、長 さ2.68mを 確認 した。覆土

は 3層 に分 け られ、溝底 には黄褐色砂層の堆積 が見 られた。2号溝 と重複す るが、時間的な

前後 関係 は把握 で きない。出土遺物 はかわ らけ片が 4点 出土す るが図化 には至 らなか った。

2号溝 (図 9)

西側調査 区か ら検 出 された。南北方向 に延び、 N-29° 一Eの軸 とな る。西側 にはガス管

理設 に伴 う攪舌しが見 られ るが、幅 0.32～ 0.42mを 測 り、長 さ7.62mを 確認 した。東側 には

一部分 であったが側石 らしき小礫 が 1.40m程確認 で きた。 1・ 4号溝 と重複 し、 ピッ ト 1

～ 6が近接す る。 1・ 4号溝 との時間的 な前後 関係 は定か に成 し得 なか った。 出土遺物 は

ない。

3号溝 (図 9)

西側調査 区か ら検 出 された。東西方向に延び、 N-56° 一Wの軸 とな る。ガス管埋設 に伴

う攪舌しが見 られ る。幅0.28mを 測 り、長 さ1.94mを 確 認 した。 ピッ ト7が近接 す る。 出土

遺物 は確認で きなか った。

4号溝 (図 9)

西側調査 区か ら検 出 された。南北方向に延び、 N-41°一 Eの軸 とな る。幅 0.12～ 0.30甲

を測 り、長 さ2.00mを 確認 した。 2号溝 と重複す るが、時間的 な前後 関係 は不 明である。

出土遺物 はかわ らけ片が 1点 出土す るが図化 には至 らなか った。

5号溝 (図 9)

西側調査 区か ら検 出 された。南北方向 に延び、 N-33° 一 Eの軸 とな る。西側 にはガス管

埋設 に伴 う攪舌Lが見 られ る。幅 0.40～ 0.80mを 測 り、長 さ11.74mを 確認 した。溝 の両壁 に

は20～ 30cm程度の礫 を使用 して側石 を配置 してあった ようだが、すで に片側 のみ、 あるい

は両側 とも確 認で きない部分 が ある。 出土遺物 は同一イ団体 とな る陶器 片が 9点、かわ らけ

片が 2点 出土す るがいずれ も実浪1ま で には至 らなか った。

6号溝 (図 10)

西側調査 区の最 も北側 か ら検 出 され、 3・ 4号土坑 間 にあたか も両者 を連結す るかの よ

うに確認 された。東西方向 に延び、 N-56°一Wの軸 とな る。幅 0。 34mを 測 り、長 さ1.62m

を確認 した。 出土遺物 は確認で きなか った。

8号溝 (図 11)

東側調査 区か ら検 出 された。南北方向 に延び、 N-63° 一 Eの軸 とな る。東側 にはガス管

理設 に4半 う攪舌ヒが見 られ る。幅 0.50m、 深 さ0。 10m程 を測 り、長 さ3.94mを 確認 した。出土

遺物 は確 認で きなか った。
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SPA坐
1暫

SPA― SPA′土層

1.褐 色粘質土層～砂礫を含み、

よく締まる。

2.暗帽色粘質土層～よく締まる。

3.黄褐色砂層～非常に緻密で、よ

く締まる。

②
の

l号溝

図 91号 ～ 5号 溝 平 面 図
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③

憾

図106号 溝平面図

9号溝 (図 11)

東側調査 区か ら検 出 された。南北方向 に延び、 N-48° 一 Eの軸 とな る。東側 にはガス管

理 設 に伴 う攪乱が見 られ る。土層堆積 よ り、素掘 りの溝 か ら側面 に石 を並べ た石組 の溝ヘ

2時期 の変遷 が確認 されて い る。第 1期 の素掘 りの溝 は深 さ0。 69m、 幅 は溝底 で0.80m、

上端 で は確認で きた範 囲で1.80m程を測 り、断面箱堀状 を呈 す る。 第 2期 の石組溝 で は、

幅 を1.20m程減 じ、深 さ0。 41mを 測 る。長 さは確認で きた範 囲で 5。 68m程 を確 認 した。 出

土遺物 には小片 とな ったかわ らけ と鍋形 とな る土器 (図 18-19、 以下 18-19と す る )、 及び瀬

戸美濃灰釉皿 の底部片 (191)があ る。灰釉皿 は底部 内面 にやや 中心 か らずれて印花文が押

され、断面逆三角形 を した付高 台 は低 く小 さい もの とな る。大 窯 1～ 2期段 階 に位置づ け

ら才をよう。

10号溝 (図 12)

東側調査 区か ら検 出 され た。東西方向 に延び、N-85°一 Eの軸 とな る。幅 0.32m、 長 さ

は確 認で きた範 囲で1.10mを 測 る。11号溝 と近接す るが、重複関係 にあるか定かで はない。

出土遺物 は確認で きなか った。

11号溝 (図 12)

東側調査 区か ら検 出 され た。南北方向 に延び、N-37° 一 Eの軸 とな る。幅 0.22～ 0.38m、

長 さは確認で きた範 囲で3.22mを 測 る。 10・ 12号溝 と近接 して検 出 された。 出土遺物 は確

認 で きなか った。

12号溝 (図 12)

東側調査 区か ら検 出 された。東西方向 に延び、 N-56° 一Wの軸 とな る。東側 にはガス管

理 設 に ともな う攪乱 が見 られ る。幅 0.80～ 1.34m、 長 さは確 認で きた範 囲で2.12mを 測 る。

溝 中には礫 が多 く見 られた。 出土遺物 は確 認で きなか った。

13号溝 (図 12)

東側調査 区か ら検 出 され た。東西方向 に延び、N-36° 一Wの軸 とな る。東側 にはガス管
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埋 設 に と もな う攪 乱 が見 られ る。幅 0.54～ 0.68m、 長 さは確 認 で きた範 囲 で 1.30mを 測 る。

ピ ッ ト80・ 81と 近接 す る。 出土遺 物 は確 認 で きなか った。

(2)井 戸 跡 (図 13)

東側 調 査 区 に位 置 し、 1基の み検 出 した。完掘 まで至 らなか ったが、径 1.00m、 深 さ1.

32mを 測 る石 積 の井 戸 とな る。 掘 り方 は、 南 北 方 向 で 2.24m、 東 西 方 向 1.45mであ り、深

さ0.50m程掘 り込 ん だ段 階 で、 幅 を狭 め て更 に掘 り下 げ て あ る。 内部 か らは井 戸 の廃 絶 に

際 し、 投 げ込 まれ た ら し く大 小 多 くの礫 が検 出 され、 そ れ と と もに遺 物 も散 見 した。 出土

遺 物 に は瀬 戸美 濃磁 器 、 日縁 部 に沈 線 が 3条巡 る瀬 戸美 濃 灰 釉皿 と と もに木 片 が数 点 出土

して い る。 遺構 の年 代 的位 置付 け は近 代 以 降 に位 置付 け られ るで あ ろ うか 。

俗)集石 墓 坑 (図 13)

東側 調 査 区 に位 置 し、 1基 の み検 出 した。 長軸 1.09m、 短 車由0.57mを 測 り、特 に掘 り込

み は認 め られ な い。 周 囲 に礫 を方形 に配 す るが、 中央 部 には見 られ な い た め 、 や や 窪 んだ

よ うな断 面 形 とな る。 出土遺 物 に はか わ らけが 3点 (18-4～ 6)。 銭 貨 6枚 (20-3～ 8)と と も

に歯 ?(209)が認 め られ た。 出土 した か わ らけ はいず れ も内外 面 ロク ロ成 形 され、底 部 に

は回転 糸切 り痕 が残 る。銭 貨 は 1枚 の み判 読 で きなか ったが、 すべ て渡 来 銭 で あ ろ う。

(4)上坑 (図 14)

調 査 で は土坑 5基 を検 出 した。 す べ て東側 調 査 区 か らの検 出で あ っ た。 以 下 、番 号順 に

報 告 す る。

1号土坑

西イ則調 査 区、 最 も南イ則に位 置 す
~る

。 西側 はカドス令争埋 設 に よ り攪 舌とを受 けて ヤ再る。 径 0。 88
m、 深 さ1.92mを 測 り、平 面 略 円形 を呈 す る。確 認 面 よ り深 さ0.50～ 1.00mに 礫 が集 中 し

て検 出 され た。出土遺 物 には須 恵器 片 5点 (1822～ 26)・ 銭 貨 (寛永 通 宝 )1枚 (201)が 出土

した。 出土 須 恵器 には外 面 に叩 き目が 、 内面 には青 海 波 文 が認 め られ 、 すべ て甕 の胴 部 片

とな る。 お そ ら く同一イ団体 とな る もの で あ ろ う。近 世 期 に位 置付 け られ る遺 構 とな ろ う。

2号土坑

西側 調 査 区、最 も北側 に位 置 す る。 西側 は一 部 調 査 区外 に広 が る。 径 1.01m、 深 さ0.10
mを 測 る。 平 面 略 円形 、 断面皿 状 とな る。 ピ ッ ト20と 重 複 す るが 、 時 間的 前 後 関係 は定 か

で はな い。遺 物 はか わ らけ片 が 2点 出土 す るが、細 片 で あ った ため図化 に は至 らな か った。

3号土坑

西側 調 査 区、最 も北側 に位 置 す る。 5号土坑 と近 接 し、 東側 はガ ス管 埋 設 に よ り攪 乱 を

受 けて い る。径 1.18m、 深 さ0.38mを 測 る。 平 面 略 円形 、 断面鍋 底状 とな ろ う。 出土遺 物

に はか わ らけ片 (181)が あ る。 内外 面 ロク ロ成形 され た、 日径 10cm程度 を測 る小形 のか わ

らけ とな る。

4号土坑

西側 調 査 区、最 も北側 に位 置 す る。 3・ 5号土坑 と近 接 す る。掘 り込 み も浅 く、 出土 遺

物 もな く遺 構 と して認 定 で きるか覚 束 な い もの で あ る。 長率由1.01m、 短 軸 0.76m、 深 さ0.

08mを 測 る。 平 面 不整 円形 、 断面皿 状 とな る。 出土遺 物 は検 出 され なか っ た。

5号土坑

西側 調 査 区、最 も北側 に位 置 す る。 3号土 坑 と近接 し、 ピッ ト23と 重 複 す る。 東側 はガ

ス管 理 設 に よ り攪 乱 を受 けて い る。径 1.24m、 深 さ0。 42mを 測 る。平 面 略 円形 、 断 面鍋 底

状 とな ろ う。遺 物 はか わ らけ片 が 4点 出上 し、 2点 を図化 した。 182は 日径 8 cm程度 の小
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形 な もの、 18-3は 胎上が黒 色 を呈 し、体部 内面 には漆 (P)が付着 す る。 いずれ も内外面 ロ

クロ成形 され、底部糸切 りされ る。

(5)ピ ッ ト (図 15～ 17)

調査 区内 において ピッ トは81基検 出 された。西側調査 区及 び東側調査 区の北側 に比較 的

分布す る様相 を見せ てい る。 当然 なが ら掘立柱建物や枡列 の一部 を成す と考 え られ る もの

もあ るが、すべ て ピッ トと して報告す る。 また掘 り込 みが極 め て浅 い ものや遺物 が伴 わな

い もの も同様 に ピッ トとして扱 った。 なお、紙数の都合 ですべ て を取 り上 げ報告す るこ と

は不可能で あったため、表 1に よ りその規模等 を示 した。 ここで は主 に遺 物が 出土 した も

の を取 り上 げ る。

ピッ ト10(図 15)

西側調査 区か ら検 出 し、最 も南側 に位置す る。 ピッ ト14と 重複 す る。長軸 0.43m、 短軸

0.31m、 深 さ確 認面 よ り0。 10mを 測 る。平面楕 円形、断面皿状 とな る。土器片が 1点確 認

されたが、小片だ ったため図化 には至 らなか った。

ピッ ト11(図 15)

西側調査 区か ら検 出 し、南側 に位置す る。西側 はガス管埋設 に よ り攪乱 を受 けてい る。

径 0。 30m、 深 さ0.25mを 測 り、平面略円形、断面 U字状 とな る。土器片が 3点確認 された

が、小片だ ったため図化 には至 らなか った。

ピッ ト31 (図 15)

西側調査 区か ら検 出 し、 5号溝東脇 に位置す る。一部調査 区外 に広 が る。径 0.37m、 深

さ0。 30mを 測 り、平面略 円形、断面 U字状 とな るで あろ うか。 4点 の土器 片 とともに、炭

化 した木 片が確 認 されて い る。小片だ ったため、図化 には至 らなか った。

ピッ ト32(図 15)

西側調査 区か ら検 出 し、最 も北側 に位置す る。 ピッ ト19・ 25と 近接 してい る。径 0.24m
深 さ0。 36mを 測 り、平面略 円形、断面 U宇状 とな る。出土遺物 は須 恵器平瓶 (1827)の頸部

片が 1点確 認 されたのみで あった。

ピッ ト33(図 15)

西側調査 区か ら検 出 し、最 も北側 に位置す る。 ピッ ト24と 重複 してい る。径 0.24m、 深

さ0,65mを 測 り、平面略 円形、断面 U字状 とな る。 出土遺物 は、近代 の瀬 戸美濃 (P)磁器

(196)が 1点確 認 されたのみで あった。畳付 き無釉で、底裏 に「寅」の銘 が あ る。梅花文

を描 く碗蓋で あ る。

ヒニッ ト42 (膠コ16)

東側調査 区か ら検 出 し、最 も北側 に位置す る。径 0,52m、 深 さ0.33mを 測 り、平面 円形、

断面鍋 底状 とな る。遺物 は天 目茶碗 の体 部下半片 とか わ らけ片が それぞれ 1点 出土 して

い る。

ピッ ト48(図 16)

東側調査 区北側 に位置す る。 ピッ ト47・ 49・ 50と 近接 し、一 直線 に並ぶ。長軸 0。 38m、

短車由0.34m、 深 さ0.32mを 測 り、平面 H各 円形、断面 U字状 とな る。 出土遺物 には細片 とな

ったかわ らけ片が確 認 され、 2点 (187・ 8)を 図化 した。 いずれ も内外面 ロクロ成形 され、

底部 には回転糸切 り痕 が残 る。
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16)遺物

遺構 に伴 わない遺物 を取 り上 げ る。 図18-9～ 18は いずれ も内外面 ロク ロ成形 され、底

部 には回転糸切 り痕 が残 るかわ らけで あ る。 9～ ll、 181ま いずれ も日径 10cm以下 とな る小

形 の もので、 18は胎上が粗 く砂粒 の混 入が 目立つ。 10は 灯明皿 として使用 され、底部 回転

糸切 り後 ヘ ラ削 りされ る。 12は体都 と底部 の境 に至 り厚 み を増 し、胎土が粗 く砂粒 の混入

が 目立つ もので あ る。201ま 鉢 とな るか。外面 は指頭 に よ り整形 され る。21は 人鉢の脚部 とな

る。ヘ ラナデ後、指 ナデ に よ り整形 され る。図 19-21ま 瀬 戸美濃産 の鉄釉 が施 され た稜皿 と

な るか。 日縁部 は外反 し、 大窯 2期段 階 に位 置づ け られ よう。 3 ・ 4は青磁 碗 で、 31ま 口

縁 都が外反 し、 15世紀前半 に位置づ け られ る。 4は 片切彫 の鏑蓮 文 を持 つ もので ある。 13

世紀代 に位置づ け られ よう。 5は 志戸 呂産 の大皿 であろ うか、赤褐色 の胎上 をな し、鉄釉

が施 され る。 17世紀終末 か ら18世紀初頭 に位 置づ け られ る。 7は広東碗 の底 部片であ る。

畳 付 き無 釉 で、見 込 み には ヨンニ ャク判 五弁 花 文 が押 印 され る。 18世紀代 に位 置づ け ら

ヤとる。

-14-



A型昭5

9号溝石積狽」面図

6臥型留
0

SPA′

O   S=1:60  2m

9号溝セクション図

SPA― SPA′土層

1.暗褐色粘土層～炭化物・焼土を多く含む。

縮まりあり。

2.贈褐色粘土層～挙大の礫・遺物を含む。

3.褐 色粘土層

4.暗褐色粘土層～炭化物・焼土を少量含む。

締まりあり。

5.暗褐色粘土層～砂礫を含む。

図118号・ 9号 溝 平 面 図

S=1:30   1m
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12号溝

iO号溝

pit-80

図12 10号～13号 溝平 面 図
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集石墓坑平面図

ヤ
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器・

罷
|

ロ
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Ш

・ ―― E PA

図 13 集石墓坑・井戸跡平面図

0   8=1:30   1m

EPA型'P82

井戸跡礫検出状況
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2号土坑

一 E PA′

333,630
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EPA望'P00

337,400
EPA‐工

・

図 14 1号 ～ 5号 上坑平 。断面図

4号 土坑
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表 1 ビッ トー覧 単位 i cm(  )は現存値

図版番号 ピット番号 平面形態 断面形態 芥誌車由短軸 i宋 さ 備 考

図15 1 円形 鍋底状 27 26 Ｏ
υ

一１

4 円形 皿状 26 Ｏ
υ

Ｏ
ね 5

5 楕円形 皿状
■
■

つ
０

力
仕

０
る 5

6 椿円形 皿状 33 24 5

ワ
‘ 楕円形 皿状 40 ９

留

つ
０ 4

8 円形 U字状 19 18 7

10 楕円形 皿 状
つ
０

刀
仕

つ
０ 10 ピット14と 重複 土器片少量出土

〃
■
■ 略円形 U字状 30 25 土器片少量出土

12 楕円形 鍋底状 60 50 20

〃
０
じ

■
■ 楕円形 U字状 35 34 30

′′ 14 楕円形 U字状
Ｏ
υ

刀
４

つ
υ 10 ピッ ト10と 重複

′′ 15 楕円形 鍋底状
つ
０ 32 16

〃 16 不整楕円形 U字状 51 22
刀
■

17 略円形 鍋底状
９

留

つ
０ 29 18 焼土塊少量出土

19 略円形 U字状 29 25 36

′′ 20 略円形 鍋底状
つ
υ 27 25

22 不整楕円形 U字状
つ
０

つ
０ 27 25

′′ 24 円形 U字状
つ
０ 29 25 ピット33と 重複 炭化木片少量出土

25 円形 皿 状
ワ
ｒ

つ
０ 36 10

′, 28 円形 U字状 32 30 58

30 円形 U字状
つ
υ

つ
０

つ
０

「
上

′′
■
■

０
じ 略円形 U字状 37 (21) 30 土器片・炭化木片少量出土

″ 32 略円形 U字状 24 つ
υ

９
留 36 須恵器片少量出土

つ
０

つ
υ 略円形 U字状 24 22 65 ピッ ト24と 重複 磁器片少量出土

′, 34 円形 鍋底状 37 35 26

図16 36 円形 皿 状 21 ■
■

０
わ 7

〃 37 略円形 皿 状 24 Ｏ
υ

９
留 8

〃 38 略円形 皿状 26 つ
υ

９

々 9

39 楕円形 鍋底状 39 つ
０ 9

〃 40 不整円形 鍋底状 44 40 18

■
■

刀
仕 略円形 鍋底状 つ

υ
刀
仕 40 22

42 円形 鍋底状 52 52 つ
０

つ
０ かわらけ片・磁器片・黒曜石少量出土
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単位 i cln(  )は 現存値

図版番号 ピット番号 平面形態 断面形態 長軸 鱒 由 i朱さ 備 考

図16 44 略円形 鍋底状
つ
０

つ
υ 29

〃 45 略円形 鍋底状
■
■

つ
υ 26

９

２

47 略円形 鍋底状 36
つ
０

つ
υ 17 焼土塊少量出土

48 略円形 U字状 38 34 32 かわらけ片・焼土塊少量出土

50 円形 鍋底状
つ
υ

刀
牡

■
■

刀
仕 16

51 円形 U字状 45
刀
仕 16

52 円形 U字状 28 25 37

つ
０

医
υ 楕円形 U字状 36

９

２ 32

力
仕

医
υ 円形 U字状 27 25 28

〃 55 楕円形 鍋底状 45 29 28

56 楕円形 U字状 30 25 58

57 不整形 鍋底状 75 65 28

58 略円形 U字状 15 14 25

曖∃17 59 楕円形 鍋底状 30 (24) 20

60 円形 皿状 22 ９

μ

９

μ 10

１
■

盗
∪ 円形 鍋底状 18 (14) 12

62 円形 皿状 28 27 10

〃
Ｏ
υ

盗
υ 不整円形 U字状

つ
０

光
牡 42 42

〃
力
■

盗
υ 不整形 U字状 25

０
る 39 ピッ ト65と 重複

〃 65 楕円形 鍋底状 30 26 つ
０

つ
υ ピッ ト64と 重複

66 略円形 鍋底状 26
つ
０

９

留 18

67 略円形 鍋底状 40 36 18

68 略円形 鍋底状 27 25 14

69 不整形 皿状
刀
■

つ
０ 29 0,9

70 不整円形 U字状 42 39 38

′′
■
■

ワ
‘ 長楕円形 鍋底状 48

つ
υ

つ
υ 16

72 楕円形 U字状 47 35 35

つ
０

ワ
‘ 円形 鍋底状 26 25 26

74 不整円形 鍋底状
Ｏ
υ 29 20

75 円形 鍋底状
１
■

０
ね 19 14

79 楕円形 鍋底状 26 18

80 略円形 鍋底状 40 37 14

81 円形 皿状
つ
０

Ｏ
υ

つ
υ 10

-23-



2

1

8

韓

緯

電

一

鰻 嚢 計

18

24

鱒た諄
.

図18 第54次調査出土遺物 (1)

幹
を 欝

15

]フ

O  S=1:3  1 0om
|

撒
輝

-24-

⑬ 休



正 π ″咽 4

―

イ
:)一

鰤
フ

沙

巴m

O   S=1:8   10酬
|

図19第 54次 調 査 出 土 遺 物 (2)

CD一 M― ()9

図20第 54次 調 査 出 土 遺 物 (3)

-25-



図
番
号 出上位置 種 男1 維 師

離
三塁ｉげ

器法
聡

部 位 調 整 胎  土
焼
成

色   調
内面 。外面

備 考

1 3号勧 土 器 かわらけ ロル癬零 内タド面ロクロ成形
やや暦

た 手 異 :・ 長 】 ζ

雑 母
良 明赤褐

2 5号勧 土 器 かわらけ (8.0)。 (1.8)。 (5.0) 片部
縁．
底

口
内外面ロクロ成形

やや密

'【

:i:'ミ:・ !F三 !Я:三 i

韓 母
良 明縮

〃 3 5号鋤 土 器 かわらけ ―
・

―
・(7.0) 体部～底部

内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

やや密
韓 母

良 里

〃 4 集石墓 土 器 かわらけ 11.6 ・ 2.4 ・ 6.9 薪
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

やや密
猛 I央 :・ 長 】 雪

籐 母
良 陸(一部灰白混)

5 集石墓 土 器 かわらけ 12.4 ・ 2.6 ・ 6.4 口縁～底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

やや密
イ I央 :。 長 】 ζ

抑
良 隆(一部灰混)

〃 6 集石墓 上 器 かわらけ 12.3 ・ 2.2 ・ 6.8 新
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

やや密
イ I栗 :。 長 】 写

金色雲母
良 明褐

〃 7 ピット4こ 土 器 かわらけ (9。 3)。 (1.6)。 (6.2)
口縁～

底部片
内外面ロクロ成形
底部回転糸切り後ヘラナデ

やや粗い

猛 ユ 異 :・ 長 舅 写

籐 母
良 瞳

〃 8 ピット4〔 土 器 かわらけ (13.0)。 (2.2)。 (60 口縁～底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

やや粗い

え 子 異 :。 長 舅 雪

良 陰

′′ 9 3A区 土 器 かわらけ (9.0)。 (1.7)。 (6.0) 口縁～底部
内タト面ロクロ成形
底部回転糸切り後ヘラケズリ

やや密

'1:ヨ

F:'ミ :。 長男ζ
籐 母

良 澄

〃 7Z区 土 器 かわらけ 7.2 ・ 1.7 ・ 4.4 口縁～底部
内タト面ロクロ成形
底部回転糸切り後ヘラケズリ

やや密

'1:ヨ

F,'ミ :。 :「三i,肩 ::F

金色雲母
良 地い橙 炭化物付着

7-AA区 土 器 かわらけ (8.0)。 (1.8)・ (5.0)
口縁～

底部片
内タト面ロクロ成形
底部回転糸切 り

やや密
蜘

良 陰

新V区 土 器 かわらけ (10.0)。 (2.6)・ (5.8)
日縁～

底部片
内外面ロクロ成形

やや密

え 子 蒙 :。 1罠】 ζ

抑
良 地い橙

12区 土 器 かわらけ 体部～底吉[
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

やや衡

猛

=共

:・ 振 朔 巨

籐 母
良 橙

3-A区 土 器 かわらけ 体部～底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り?

やや密
イ I興 :・ 振 切 巨

簿 母
良 橙

3C区 土 器 かわらけ 麻部～底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

やや密
猛 I興 :。 長 朔 S

金色雲母
良 橙

新V区 土 器 かわらけ 内部～底部
内外面ロクロ成形
底部回転糸切 り

やや密
:「iiジ

i【:F・ ζ渕色
瓢

良 橙

Z区 土 器 かわら1, 口縁～体部 内タト面ロクロ成形
やや密
雁

=英

・ 長 Я 雷

抑
良

内面 鈍い褐
外面 明赤帽

〃 3-C区 土 器 かわら1, 底部 内外面ロクロ成形
剤 い

雁

=芙

・ 長 舅 S

抑
良 明痛

9号溝 土  器 鍋 口縁～体部
内タト面ナデ整形
輪積み痕あり

やや密
雅

=英

・ √ き 面

鱒 母
良 橙

7-AA区 土 器 飼ミ? ――・――・徹2,い 体部～底部 内タト面ナデ整形
やや密
イ

=乗

・ 答 ラ 面

罐 母
良 鈍し渡潟

〃 3-V区 土 器 火鉢 脚部 ナデ整形
やや密
雁 壺 芙 ・ 長 】 雪

雲母・金色ヨ母
良 橙

〃 1号土所 須恵器 甕 胴部 姉
肺

叩き目
青海波文

密 良 暗賤

表 2 く第54次調査出土遺物一覧〉 法量の( )は 推定値
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法量の ( )は推定値

図
番
号 出上位置 種 男J 絶

法   量 (cml

口径・器高・底径
部 位 調 整 胎  土

焼
成

色   調
内面・外面

備   考

1号土所 須恵器 甕 胴部 タド面 叩き目 密 良 鶏

1号土所 須恵器 甕 胴部 緬
爾

叩き目
青海波文

密 良 醐

1号土所 須恵器 甕 胴部 緬
師

叩き目
青海波文

密 良 暗灰黄

1号土所 須恵器 甕 打同吉| 呻報
獅
師

密 良 灰

ピット税 須恵器 瓢 ? 頸部 内外面 ロクロ整形
密

銚 子
良 鈍い黄橙 t旨疎 ?

1 9号溝
国産陶器
洒衝戸 華 擁

皿 ――・―― 。(5.8) 底部
剛

内面印花文
密 良

釉
オリーブ黄

大窯 1～ 2

国産陶器
肺 党磨

allL 体部 鋤 密 良 看由  町旨)〔翠B 大窯 2

7-Z区
中国磁器
識

碗 口溺賠[ 密 良
汗由
灰オリーブ

15C

中国磁器

誡
碗 帥 片切形の鏑蓮弁文 密 良

釉
明オリーブ灰

13C

V区 国産陶零
志戸呂 ?

ullL (30.1)・ ―
・

―
口縁～欄 鉾 由 密 良 釉 暗赤褐

近世
17C終 ～18C初

ピット3〔 靱欄
蓋 蓋 期 寸・蟻 あり 密 良 釉 灰白 猷

目翻 碗 ―一 。一― 。(4.0) 底部
期 寸

見込コンニャク判五弁花文
密 良 牙由  明糸設う〔 ,軸

1 1号土所 銭貨
「寛永通宝」
重量 1.5g

試掘証踏 銭貨
「元豊通宝」
重量 2.5g

鉱 墓 銭貨
「淳祐元宝」
重量 2.8g

集石墓 銭貨
「皇宋通宝」
重量 1.9g

銅 墓 銭貨
「永楽通宝」
重量 3.3g

集石墓 銭貨
「永楽通宝」
重量 3.9g

7 鉱 墓 銭貨
「開元通宝」
重量 1.9g

集石墓 銭貨
「○○元宝」
重量 3.3g

集石墓 歯
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第 2節 第 55次調 査 (県道 東 西通 り)

(1)水 路

1号水路 (図 22)

調査 区南側、 1・ 2区 と した地点 か ら検 出 された。一部攪乱 に よ り確 認で きない部分、

あるいは根石 のみ とな った部分 が あ るが、長 さ21mに わた り確 認 され た。東西方向、 N一
60° 一Wの軸 とな る。南北両側 を石積 とした水路 で、幅 45cm、 深 さ20cmを 測 る。北側石積 は

3段積 みで高 さ72cm、 南側 は 2段積 みで高 さ47cmを 測 り可Lイ貝J石積 が 1段高 く構築 されてい

た。 また水路南側 の根石 に比べ北側 の根石 には大 きな礫 が据 え られてい る。

出土遺物 は染付皿 の 口縁部 片 (42-8)を 図化 した。端反皿 とな り、内外 口縁部 には界線が

見 られ、体部外面 は唐車文 となろ うか。他 にかわ らけ片が 出土す るが、細片のため図化 に

は至 らなか った。

2号水路 (図 22・ 23)

調査区南側、 2区 とした地点か ら検 出 された。南北方 向、 N-30° 一 Eの軸 とな る。水道

管埋設 に よ り攪乱 を受 け るが、長 さ約 3mを確認 した。東西両側 を石積 とした水路 で、幅

86cm、 深 さ74cmを 測 る。石積 は東西両側 とも 2段積 みで高 さ60～ 80(�程 とな る。西側 に比

べ大 きな礫 が使用 されてい るためか、東側石積 の方が僅 か に高 くな る。検 出 した調査 区北

壁部分 (図 22)で の水路底 と調査 区南側 での水路底 とで は比 高差約 1.10mあ り、 この水路 は

大 き く段差 を生 じて流下 した ようで ある。 おそ ら く 1号水 bjIヒ根J石積 が南イ員Jよ り高 く構 築

されてい るこ とと密接 な関係 が あろ う。 2号水路 と直交 して 1号水路 が存在 す る。重複す

る状況 も確認で きず、む しろ前述 した ように 1・ 2号水路 には密接 な関係 が あ り、接続 し

ていた と考 え られ る。 2号水路西側 か らは 1号土塁が確 認 されている。上層堆積 か らは 2

号水路西側石積 の際か ら土塁の立 ち上 が りが確認 されて い るため、 2号水路 は 1号土塁の

裾 に位置す る側溝 として機 能 していた もので あろ う。

出土遺物 にはかわ らけ片 (40-1～ 3)、 橋鉢 (41-12)、 瀬 戸美濃灰釉Illl(42-19)が あ る。かわ

らけはいずれ もロクロ成形 され、底部 に回転糸切 り痕 が残 る もの となろ う。橋鉢 は灰責褐

色 を呈す る、 いわゆ る在 地産 の素焼 きされた もので あ る。灰釉皿 は高 台部のみ となった底

部片である。全面施釉 され、付高台 とな る。

3号水路  (図 23・ 24)

調 査 区南側 、 3区 と した地 点 か ら検 出 され た。南 北 方 向、 N-30° 一 Eの軸 とな る。東側

に は 1号 土 塁 が位 置 す るた め、 2号 水路 と対 とな り土 塁 の 裾 に取 り付 く側 溝 とな ろ う。 長

さ約 2.80mを 確 認 し、 東 西 両側 を石 積 と した水路 で あ る。 幅 78cm、 深 さ64cmを 測 り、 東根1

石 積 は 2段積 み で 高 さ55cm、 西側 は小振 りの礫 を使 用 し、 4段 積 み高 さ90cmを 浪1る 。 こ こ

で も 2号水 路 と同様 に、 土 塁側 の石 積 が 1段低 く構 築 され て い る。 土 層 堆積 か らは、灰 色

粘 質 土 と砂粒 が互 層 とな り、 レ ンズ状 の堆積 を しつ つ 埋 没 した過程 が 理 解 で きる。 更 に石

積 の根 石 部分 に粘 質 土 を貼 付 す る こ とに よって、本 流 に よ り石 積 基 底 部 が袂 り出 され な い

処 置 を施 して い た こ とが 知 れ る。 北側 には東 西 方 向 にわ た り 1号石列 が検 出 され、石 列 基

底 部 には灰 色 土 と砂 粒 の互 層 が一 部 に確 認 され て い る (図 24)。 攪 乱 を受 けて い るため、確

認 に は至 って いな いが 、 お そ ら くこの石 列 際 に沿 って 3号水 路 が延 び 、 直 角 に向 きを変 え

1号土 塁 の裾 を流 下 す る構 造 とな ろ う。

出土遺 物 に はか わ らけ (40-4～ 6)、 青磁 (42-9)、 瀬 戸 美 濃 陶器 (42-24)が あ る。

4号水路 (図 25)

調 査 区南側、 4・ 5区 と した地 点 か ら検 出 され、長 さ14.45mに わ た り確 認 した。東 西 方

-28-



向、 N-63°一Wの軸 とな る。南北両側 を石積 とした水路 で、幅 40cm、 深 さ20cmを 測 る。北

側 か らの堆積 に よ り埋没 した状 況 が容易 に理解 で き、すで に石積 を抜 き取 られた部分 で は、

据 えつ けに際 して掘 り込 まれ た溝状 の痕 跡が確認で きた。北側石積 は 2段積 みで高 さ50cm、

南側 は 1段 のみで高 さ20～ 30cmを 測 り、北側石積 が 1段高 く構 築 されていた。石積 の上部、

一 。二石程度 は掘 り崩 されて い る もの と考 え られ る。 また水路南側 に比べ北側 の方が大 き

な礫 を使用 してい る。西側 は攪 乱 を受 けているのか、土層堆積 も大 き く異 な る状況であっ

た。遺構 は確 認 で きず、水路 の掘 り方 さえ検 出で きなか った。

出土遺骸劇ま内外顧ことも体吉Б
~Fttに

は力色矛由さヤをず、 17世糸己後 半 か ら18世糸己前半 に1立置イ寸け

られ る瀬戸美濃灰釉鉢 (43-6)があ る。 その他、多 くの遺物 が 出上 しているが、大部分 が攪

乱イ固所 か らの出土で あ り、遺構 に伴 うもの はない。

5号水路 (図 31)

調査 区北側 、 13区 とした地 点 か ら検 出 された。 3号石列 の南側 60cm程 に位 置す る。東西

方向へ長 さ約 3mに わた り検 出 された。西側へ も断続的 に石列 が延びてい るが、面が揃 っ

てお らず、「列」として確 認で きなか ったため対象か らはず した。南側石列 のみ折 れ を生 じ、

幅 も一定 しないが、両者 を一対 の もの として提 えた。東側 は 4号石列 に よって画 されてい

る。南側 には /Jヽ礫 が広 が り、 この水路 に よって /Jヽ礫 を画 してい る。小礫 の広 が りは西イ則に

か けて傾斜 して堆積 してい るため、小礫 をいったん埋 め戻 した後 、 5号水路 が構築 され た

こ とにな る。両遺構 には時 間差 が存在 す ることにな る。遺構 に伴 う出土遺物 は確 認で きな

か った。

6号水路  (図 32)

調査 区北側、13区 とした地 点か ら位 置 し、 5号石列 と直交 して検 出 された。長 さ 3.45m
を確 認 し、東西方向、 N-59° 一Wの軸 とな る。南北両側 に礫 を配 した水路 で、中言76cm、 深

さ28cmを 測 る。一部確 認 で きない部分 が あったが、北側 には面 を揃 えて小礫 を二石積 んで

お り、南側 にはそれ よ り大 きな礫 を使 い、 しか も直交す る 5号石列 と大 きさの揃 う礫 を一

石配 している。北側 に道路状遺構 が検 出 されたため、 それ に伴 う道路側溝 と解釈 で きる。

出土遺物 は確認で きなか った。

7号水路  (図 38)

最 も東側 に位置す る調査 区で、 17区 と した地点か ら検 出 された。攪乱 に よ り僅 かな確 認

のみ となったが、南北方向、 N-29° 一 Eの軸 となる。東西両側 に円礫 を配 した水路で、長

さ1.60m、 幅 20cm、 深 さ18cmを 測 る。 出土遺物 は確認 で きなか った。

12)上塁・ 堀

1号土塁 (図 23)

調査 区南側 、 1・ 2区 とした地 点か ら検 出 された。南北 方向 にわた り約 3mを 確認 した

に● ぎない。幅5.20mを 測 り、土 塁裾部分 の東西両側 には幅約 78～ 86cm、 深 さ64～ 74cmを

測 る 2・ 3号水路が位置す る。す で に上部 は削平 されてお り、水路石積以下、基底部 まで

約 lmが残存 してい る。土層堆積 か らは、地 山 (黄褐色土 )上 に礫 を敷 き暗褐 色土で覆 った

後 、黒色土・灰責色砂粒 を層厚 2～ 3 cm程 に叩 き締 め基底部 と している。 その後、礫混 じ

りの責褐色土 を約 40～ 60cm水路石積 の高 さまで盛 り上 げてい る。 2・ 3号水路 とも石積 の

際か ら土塁の立 ち上 が りが確 認 されてい るため、 1号土塁 とともに一連 の工程 に より構 築

された ものであ る。

出土遺物 はかわ らけ片が確 認 され た。細片であったため 1点 のみ (40-7)取 り上 げ る。 日縁

部 のみで あるが、 ロクロ成形 され た 日径 10cm程 の小形 な もので あ る。
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2号土塁 (図 26)

調査 区南側 、 7・ 8区 とした地 点か ら検 出 され た。 南北方向、 N-29° 一 Eの軸 を もち、

約 3mを確 認 した にす ぎない。 当初、調査 区 ご とに土 塁状 の遺構 を検 出 したため、異 な る

遺構 として認識 したが、全体 図作成後、整理作業 の段 階で両者 を同一遺構 と した。 ただ依

然 と して不可解 な点 も存在 す る。幅 は約 5,60mと 推 定 した。すで に上部 は削平 されてお り、

基底部か ら高 さ85cmを 確 認 した。土塁裾部分 の東西両側 には石積 が施 され、約 20～ 40cm程

度の礫 を横 長 に使 い、積 み上 げてい る。攪舌しに よ り確 認 で きなか ったが、検 出 した西側石

積 ライ ンには大 き くずれが生 じてい る。 あ るいは この部分 に「折 れ」が設 け られていたの

か もしれない。東西両側 とも石積 前面 には大量 の礫 が堆積 していた。特 に西側 で は、土層

堆積 に よって石積 の基 底部か ら約 90cm、 礫 が堆積 して い るこ とが判 明 した。

出土遺物 はかわ らけ片が多 くを占め る。 その大部分 はすで に細 片 となった もので あ る。

遺構 に伴 う ものかやや不安で あ るが、 2点 を取 り上 げ る。石積基底部 よ り出土 した もので、

糸切 り痕 が残 るロクロ成形 され たかわ らけ底部片 (40-8)と 、底部 を除 き施釉 された瀬 戸美

濃産茶入 (42-20)が あ る。

3号土塁 (図 27)

調査 区南側、 9区 と した地 点か ら検 出 され た。南北 方 向、 N-18°一 Eの軸 を もち、約 3.

30mを 確認 したにす ぎないと すで に上部 は削平 され てお り、基底部か ら高 さ70cmを 確 認 し

た。幅2.45mを 測 り、土塁裾部分 の東西両側 には石積 が施 されてい る。東側 に比べ西側石

積 には大 きな礫 が使 われ、補 強のためで あろ うか、 その前面 には間層 を入れず に、 もう一

列石積 を施 してい る。土層堆積 も土塁 を境 に東西両側 で は大 き く異 なってい る。西側 には

小礫 を多量 に合 む暗褐 色土が西 に傾斜 した堆積 を してお り、一方東側 で は大量 の礫 が約 75

cm堆積 していた。 さ らに、土塁構築以前の遺構 も確 認 されてい る。 ピッ トとな るので あろ

うか、焼土・ 炭化物 が混 じる暗褐色土の広が りを四か所確 認 した。土層堆積 か らは ピ ッ ト

が掘 り込 まれた地 山 (責褐色土 )上 に灰色土 を約 10cm覆 った後、土塁 を構築 しているこ とが

理解 で きる。 出土遺物 は常滑甕胴部片 (42-26)が 1点 出土す るのみであ る。

4号土塁 (図 28)

調査 区南側 、 11区 と した地点 に位置す る。土層堆積 に よる断面確 認 によって確認 した。

南北方向、 N-22° 一 Eの軸 を もつ。削平 され るこ とな く、大量の礫 が混 じる暗褐色土 に覆

われて埋没 していた。 同時 に、東側 か らは 1号堀 を検 出 している。上塁敷 2.80m、 基 底 部

か らの高 さ1.20m、 堀底 か らは高 さ約 2.20mを 測 る。一 ;郭 西側 には、石積 が確 認 され て い

るため、土塁裾 に 2段程 度石積 が施 され るで あろ う。土層堆積 か らは明確 に基 底部 を造 り

出 した痕跡や版築状 の痕 跡、 さ らに崩落防止 のため土塁表面 を覆 う土層 な どは確認 され な

か った。 ただ土塁構 築土 はいずれ も緻 密で、 よ く叩 き締 め られていた。 4号土塁西側 に も

堀状 の落 ち込みが確 認 で きた。 あ ま りに も深 か ったため調査 を断念 したが、堀 とな り得 る

可能性 のみ指摘 してお く。土層堆積 では、 この落 ち込 み はいったん埋 め戻 され た ら し く、

土塁西側 に水平 な層が形成 されてい る。4号土塁 に先行 す る土塁が存在 (上層堆積 図 16層 以

下が相 当す る)し た ら しく、それ に ともな う落 ち込み となろ う。検 出 した 4号土塁 は西側 落

ち込み を埋 め戻 す際、さ らに盛 り上 げ られた もの ら しく、新 旧 2時期 の上塁が確認 され た。

出土遺物 はロクロ成形 され、底部糸切 りされ るかわ らけ と近世期以降 に位置づ け られ る

国産陶磁器が数点見 られただ けで あった。細 片で あったため図化 とこは至 らなか った。

5号土塁  (図 33)

調査 区北側、 14区 とした地点か ら検 出 され た。南北 方 向、 N-34°一 Eの軸 を もち、約 2.

50mを 確認 した。 1ヒ側 は攪舌しを受 けてい る。 ●で に上 部 は削平 されてお り、基底部 の みが

確認 された にす ぎない。幅3.50mを 測 り、東西両側 には石積が施 されている。東側 は一石
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のみ残 り高 さ40cm、 西側 は東側 よ り小振 りの礫 を使 い 3段積 み、高 さ66cmを 測 る。 3号土

塁同様 、西側石積 の前面 には聞層 を入れず に、 さ ら t♀ もう一列石積 を施 している。崩落 防

止 な ど補 強的 な意味合 いか ら同様 な手法 に よ り石積 が構 築 されてい るので あろ う。上塁東

側 には 2号集石 が確 認 され た。

出土遺物 はかわ らけ 3点 (40-9～ 11)を 図化 した。 日縁部片のみ となった もの もあ るが、

全 て ロクロ成形 され、底部 糸切 りされ る もの となろ う。

6号 土塁 (図 38)

最 も東側 に位 置す る、 17区 と した地点か ら検 出 された。攪乱 に よ り僅 かな範囲か ら確 認

す るに至 った。調査 区東壁 及び北壁土層堆積 には上下 を灰色粘 質土 に挟 まれ るように南側

に盛 り上 が った土層が確 認 された。極 めて狭 い範 囲の確 認 で あったため、やや不安 を残 す

が、幅 6m程 に復元 で き、東西方向 に延び る土塁 としてす旨摘 してお く。現在 この地点 は武

田神社参拝者 の駐車場 と して利用 されてお り、約 lm一 段下 が って用水路が東西方向 に走

り、 その南 に水 田が広 が る。土層堆積 で は土塁 と して推 定 した土層 は 7号水路付近 まで広

が ってお り、 7号水路 を土 塁裾 に位置す る側溝 な どとして、両者 を結びつ けて理解 で きる

か も しれ ない。 出土遺 物 はか わ らけ片が数点 あ るが、細 片 で あ ったため図化 には至 らな

か った。

1号堀 (図 28)

調査 区南側、 9。 11区 と した地点か ら検 出 した。東側 には 3号土塁が、西側 には 4号土

塁が確 認 され、両者 に挟 まれ る位置 にあ る。 4号土塁基底部 か らの深 さ1.00mを 測 る。 土

層堆積 か らはあ る程 度、 自然埋没 した段 階で、 3・ 4号土塁 とともに東西両側 か ら小礫 を

多量 に合 む暗褐 色土 に よって、一気 に埋 め立 て られた様相 が理解 で きる。特 に、西側 4号

土塁 は削平 され るこ とな く、埋土 に よ り覆 いつ くされて埋没 してい るため両者 は同時 に機

能 していた と考 え られ る。西側部分 では堀底 まで確 認 したが、東側 で は堀底 の確 認 に至 っ

ていないため、堀幅 につ いては不 明 とせ ざるを得 ない。 ただ、前述 した ように土層堆積 か

らは 3号土塁 を も覆 って、多量 の土砂 に よ り埋 め立 て られて い るため、 3号土塁の際 まで、

約 5mを 堀幅 として想定す るこ ともで きる。

出土遺物 はかわ らけ片が数点見 られただ けで あった。図化 には至 らなか ったが、 いず れ

も底部 を糸切 りされ、 ロク ロ成形 され る もので あ る。

(3)イ耳夢U

厳 密 には、石積 と石列 6つ 両者 イま区別 され るべ きものだが、 今 回は石積 とすべ きもの も全

て石列 として報告す る。

1号石列 (図 24)

調査 区南側、 3区 とした地点か ら絵 出 され、東側 には 1号土塁が、南側 には 3号水路 が

位置す る。東西方向へ 長 さ5.80mに わた り検 出 された。 N-61° 一Wの軸 とな る。現況で は

部分 的 に 2段、高 さ70cmの 石積 とな る。調査終 了後 の工事立 ち会 いに際 して、 この石列 は

西側 に約 2m延 長す るこ とが確 認 された。土層堆積 か らは石列基底部 に灰色土 と砂粒 の互

層が一部 に確認 されてい る。攪乱 を受 けているため、確 認 には至 って いないが、 この石 列

の際 には水路が付 設 されて いた可能性 が ある。 3号水路 と接続 して逆 L字状 に巡 り、流 下

す る構 造 となろ う。

出土遺物 として青磁 (42-10)及 び瀬戸美濃灰釉丸皿 (42-16)を 取 り上 げ るが、 どち らも石

列前面 か ら出土 してお り、埋没過程 で混入 した もの と考 え られ るため、厳 密 には遺構 に伴

わない もので あろ う。青磁 は、方形 を呈す る底部 片で、花瓶類 と思 われ る。灰釉丸皿 は、
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内面 に印花文 と亥U文 が見 られ、底部 には輪 ドチの痕 跡が あ る。全面施釉 され、付 高 台 とな

る もので、 大 窯 2期段 階 に位置づ け らヤをよう。

2号石 列  (1図 29)

調 査 区南側 、 10区 と した地 点 か ら検 出 され た。 東 西 方 向、 N-70°一Wの 軸 とな り、 長 さ

2.60mに わ た り検 出 され た。 南 に面 を持 ち、 高 さ50cmを 測 る。大 きさが顕著 に異 な る礫 を

用 いて お り、 部分 的 に 2段の石 積 とな る。調 査 区 内 には礫 が散 在 して検 出 され た が 、石 を

積 み「列」 と して認識 で きたの は この部分 の み で あ った。遺構 に伴 う出土遺 物 は な か った。

3号石 列  (図 31)

調 査 区北側 、13区 と した地 点 か ら検 出 され た。調 査 区北壁 に接 し、一 部 の み の確 認 とな っ

た。東 西 方 向へ 長 さ4.50mに わ た り検 出 され、 N-62° 一Wの 軸 とな る。大 きさが ほ ぼ揃 っ

た礫 を用 い て い るが、特 に面 を揃 えた配列 は確 認 で きなか った。 現 況 、 この遺構 の 北 側 は

堀 まで僅 か 2mほ どの空 間 しか存在 せ ず、堀 へ 傾 斜 しつ つ植 栽 空 間 と して利 用 され て い る。

堀 を画 す る縁 石 と推 定 され るが、 明確 に はで きなか った。遺構 に伴 う出土遺 物 は確 認 で き

なか った。

4号石 列  (l� 31)

調 査 区北側 、 13区 と した地 点 か ら検 出 され た。 5号 水 路 の東 を画 して い る。 南 北 方 向、

N-33°一 Eの軸 とな り、長 さ約 2.70mに わ た り検 出 され た。基 底 部 まで掘 り下 げ て い な い

が、 高 さ30cm、 2段 の石 積 を確 認 した。 東 に面 を揃 え、折 れ をな して い る。横 長 に礫 を用

い、裏 込 め石 等 は確 認 で きなか った。 土 層 堆 積 か らは西側 に広 が る小礫 を掘 り込 み 、 更 に

は、石 列 の 際 か ら小礫 を覆 う暗褐 色粘 質 上 が堆 積 す る。 時 間差 が存在 す るの は明 らか で、

小礫 を掘 り込 ん で 4号石 列 を構 築 し、整 地 した こ とにな る。 遺構 に伴 う出土 遺 物 は確 認 で

きなか った。

5号石 列  (l� 32)

調査 区北側 、 13区 と した地 点 か ら検 出 され た。 南 北 方 向、 N-32°一 Eの軸 とな り、 長 さ

約 3.80m、 6号 水 路 と直交 して検 出 され た。 東 に面 を揃 え、 直交 す る 6号水 路 と大 き さの

揃 う礫 を一石 配 して い る。 調 査 で は一 段 の み、 高 さ26cmを 測 り、 裏 込 め石 等 は確 認 で きな

か った。遺 構 に伴 う出土遺 物 は確 認 で きなか っ た。

6号石 列  (図 34)

調査 区北側、 14区 とした地点か ら検 出 され た。南北方向、 N-26°一 Eの軸 とな り、長 さ

約 1.40mに わた り確 認 した。可ヒ側 はすで に攪舌しを受 けていた。東 に面 を揃 え、 2段積 み高

さ20cmを 測 る。石列 直上 に道路砕石 が認め られ るため、すで に上部 は削平 されて い よう。

約 80cm離れ た東側 に も、東 に面 を揃 えた石列 が確 認 されてい る。僅 か二石 の確 認 で あった

ため、遺構 として認定で きるか定かではない。 どち らも裏込め石等 は確 認で きなか った。

なお、 これ ら石列 の東側 には小礫 とともに、 巨礫 が集 中す る箇所 が あった。 それ ぞれ遺構

として位置付 け られ ようが、石列 との関係 の有無 を合 め、具体 的 な様相 は判然 と しなか っ

た。遺構 に伴 う出土遺物 は確認で きなか った。

7 ・ 8号し百フ可 (1図 37)

調査 区可ヒイ則、 15区 としたltLttに 位置● る。 70cm程 の星巨離 をおいて西イ則に 7号石列 が、 ,蔽

側 に 8号石列 が並列 して検 出 された。 どち らも南北 方向、 N-29°一 Eの軸 とな る。一部確

認 で きない部分 はあ るが、長 さ約 3mに わた り確 認 した。部分 的 に20～ 30cm程の礫 が あ り、

その周囲 に小礫 が集 中す る。東側 8号石列 の方 にやや多 く礫 が集 中す る。土層堆積 か らは

約 60cmに 及ぶ盛 土層 の上 に構築 され、 しか も、石列 直上 には道路砕石 が認め られ る。層位

的 には、最終期 に属 す遺構 となろ うが、両石列 の関係、その具体 的 な様相 は判然 と しなか っ

た。遺構 に伴 う出土遺物 は確認で きなか った。
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9鍔ウ百夢け (I剛 38)

最 も東側 に位置す る調査 区で、 17区 とした地点か ら検 出 された。僅 かな確認のみ となっ

たが、折 れ を生 じ、 N-44°一 Eの軸 とな る。南北方向、長 さ約 2mに わた り検 出 した。北

側 に面 を持 ち、高 さ56cm、  2段積 み とな る。 円礫 を用 い、落 とし積 み に よ り構 築 されてい

る。県道拡幅以前 に機 能 していた用水路 と考 え られ、すで に水路底 にはコンク リー トが敷

かれ、一部石積 の 目地 に もコンク リー トが詰め込 まれていた。

(4)そ の他の遺構

①道路状遺構 (図 32)

調査 区北側 、 13区 とした地点か ら検 出 された。 6号水路北側 に並列 し、土層堆積 か ら、

東西方向 に長 さ約 4.50mを 確認 した。 6号水路石積 の際か ら北側 にか けて明茶褐色砂質土

が堆積 してお り、調査 に際 して極 めて特 異 な土層 で あった こ と、及び水路石積 の際か ら確

認で きた こ とな どか ら道路状遺構 として認定 した。土層 の広 が りか ら道路幅 を約 2.30mと

推定す る。 6号水路 と対応 し、道路北側 を画す る遺構 、 あ るいは特 に踏 み固め られた痕跡

は確認で きなか った。 出土遺物 は確 認で きなか った。

②集石遺構

今 回、集石遺構 とした もの には、単 に礫 が集 中 してい る もの、敷石 と捉 え られ る もの、

あ るいは建物礎石 と考 え られ る ものな ど様 々に位 置付 け られ る」個 々に定義付 けを行 い、

遺構 名称 を変 える必要が あるが、 ここで は便宜上、一括 して「集石」 とした。

1号集石 (図 30)

調査 区北側、 12区 とした地点か ら検 出 された。西曲輪虎 日前 に位置す る調査 区で ある。

大小、様 々な大 きさの礫 を用 い、散在 している といった様相 を示 している。調査 区東側 に

は確認で きず、礫 の分布 にあ る一定の広が りが窺 える。一部掘 り下 げを行 い土層堆積 を確

認 した。層厚 30cm程 を測 り、南か ら北方向 にか けて傾斜 して堆積 す る土層が確認で きた。

周辺地形 は北か ら南 にか けて傾斜 してお り、今 回の調査 で も自然地形 に沿 って、南側 に層

厚 を増す土層堆積 は各所 で確 認 してい る。 あるいは埋 め立 て に よって生 じた痕跡 と捉 え ら

れ るか も知れない。 出土遺物 にはかわ らけ及び近世陶磁器が あ る。細 片のため図化 には至

らなか った。

2号集石 (図 33)

調査 区北側 、 14区 とした地点か ら確認 された。 5号土塁東側 か ら検 出 され、約 5mの 広

が りを持 つ。土塁東側石積 の基底部か ら小礫 が敷 きつめ られていた。土層堆積 か らはこれ

ら敷石 を均― な層厚 で覆 う混礫黄褐色上が確認で き、 しか も、土塁石積 の高 さに一致 して

堆積 してい る。混礫責褐色土 (10層 )の広 が りと小礫 の広 が りは一致せ ず、混礫黄褐色土 は

更 に東側へ広範 囲 に堆積 してい る。調査 当時、礫 が露 出 して機 能す る もの と考 えたが、土

層の雄積状況か らは、礫 を敷 き、 その後、混礫責褐色上で覆 った一連 の作業が行 われ、集

石 を意図的 に地 中に埋没 させ た と解釈す るこ ともで きる。何 れ に して も 5号土塁石積 に規

制 されてい るの は明 らかで あ り、土塁 と密接 に関係 す る遺構 となろ う。

3号集石 (図 35)

調査 区北側 、 15区 とした地点か らは東西約 6mの範 囲 に集 中 して礫 が確 認 された。道路

砕石 直下か ら大小様 々な礫 が確認 され、一部掘 り下 げ調査 を行 ったが、依然 として礫 が集

中す る状況で あった。埋土層 として捉 えるこ とも可能で あるが、集石 として報告す る。
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4号集石  (図 21・ 36)

調査 区北側、 14区 とした地点か ら確 認 された。 5号集石 と約 5mの 距離 を持 って検 出 し

た。東西 65cm、 南北 40cm程の方形 の範 囲 に、拳大 か ら径 40～ 50cm程の礫 が集 中す る。集石

直上 は道路砕石 とな るため、掘 り込 み等 は確認で きなか った。 また調査 は平面確認のみ と

し、断 ち割 り調査 を実施 していないため、掘 り方 を合 め下部遺構 につ いて も不 明で ある。

土層堆積 か ら約 50cmに 及ぶ盛土層の上 に構築 されてい るこ とが確 認 された。

5号集石 (図 21・ 36)

調査 区北側 、 14区 とした地点か ら確 認 された。 4号集石 の東 に位置す る。東西 70cm、 南

1ヒ 1.00m程 の範 囲 に、 20～ 40cm程の礫 が集 中す る。集石 の高 さを揃 え、整然 と方形 に集 中

していた。集石 直上 は道路砕石 とな るため、掘 り込み等 は確認で きなか った。 4号集石 同

様、平面確認 のみ とし、断 ち割 り調査 を実施 していない。土層堆積 か ら盛土層の上 に構築

されてい るこ とが確 認 された。
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図21 4号・5号集石平・断面図

③盛 土・ 埋土層

調査 の過程 において、数か所 で明 らかな盛土及び埋土層の痕跡 を確認 した。盛土層 につ

いては土塁 な ど遺構 との識別が判然 としない部分 もあったが、特 に、面的 に広範 囲 に及ぶ

もの を盛土層 として取 り上 げ る。埋土層 につ いては、 当然 の こ となが ら堀等 の遺構 を埋め

戻 した痕跡 とな るが、掘 り下 げ調査 を実施 していないため単 に可能性 の指摘 に とどまる。

なお、 2号土塁か ら 4号土塁間、約 20mも 埋土層 として確認で きるが、すで に個 々の遺構

説明に際 し、述べ てい るため ここで は特 に取 り上 げなか った。

盛土層 1(図 22)

南側調査 区、 2区北壁 か らその痕跡 を確認 した。部分 的ではあるが、土層堆積 に粘質土

と砂粒 とが互 層 にな る箇所 を確認で きる。 1号水路北側石積 が南側 よ り高 く構 築 されてい

るこ と、更 に 2号水路 が大 き く段差 を生 じて流下す る構 造 と推測 で きるこ とな どか ら。 1
号水路北側石積 を境 に北側 を一段高 く盛上 している と考 えた。 また、西側 3区か ら検 出 さ

れた 1号石列 が地表下 30cm程の浅 い箇所 に位置す るこ とも考慮 すれば、 1号水路及び 1号

石列 を境 として北側 には東西方向約30mの範 囲 に盛 上が及 んでい ると推 定 され る。 2区北
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壁土層堆積 か らは、東側 に10。 12～ 15層 な ど互層が確 認で きない部分 が あ り、 これ を先行

す る盛 土層、 あ るいは土塁等 の遺構 と して解釈す るこ ともで きる。 出土遺物 をも含 めて検

討すべ きで あ り、今 回は可能性 のみ指摘 してお く。

盛土層 2(図 36)

北側 調査 区、 15区で は地表下約 30～ 40cmか ら混礫黄褐色粘 質土 に よる盛 土層が確 認 され

た。表 土制 ぎに際 し、道路砕石 直下 か ら検 出 された極 めて特徴 的 な土層 で あった。土層堆

積 か ら 4号集石 西側約 6mの 地 点 を起 点 と し、東側へ約 18mの 範 囲 に広 が り、北か ら南、

西か ら東へ層厚 を増 しつつ堆積 してい るこ とが確 認で きる。特 に起 点 と した地点 には ピッ

ト状 の落 ち込み (4層 )が確 認で き、 それ を境 に堆積 してい るようで あ る。更 に、 その下 に

は先行 す る盛 土層 らしき 5～ 7層 が認 め られた。確 認 された 5～ 7層 が遺構 とな るのか、

また時期差 が存在す るのか明確 に し得 なか った。

盛 土層 3(図 37)

北側調査 区15区で は、 もう一 か所 7・ 8号石列 が検 出 され た西側 に も明確 な盛土層が確

認 されてい る。積 み上 げ単位 と して 14層 、 H～ 13層 、 10層 と 3段階程 度 を復元 で きる。西

側 に堆積 す る 6～ 9層 が盛 土層 2に相 当す る。盛土層 2・ 3と して、個 々 に幸R告す るが、

両者 に時期差 が存在 す るのか明確 にはで きない。 ただ、土層堆積 か らは同 じ高 さまで盛 土

され、平坦面 を造 り出 してい るこ とは確 認で きる。単 に両者 を、積 み上 げ単位、 あ るいは

積 み上 げ工 区 として把握 し、一連 の作業工程 として把握 す るこ とも可能 で ある。

盛 土層 4 (膠コ39)

最 も東側 、 18区か ら検 出 された。すで に道路舗装工事 に よって西側 へ の広が りは明確 に

な し得 なか ったが、東西方向 2m、 南北方向 lmに わた り灰色粘 質土 と砂質上が互層 とな

る部分 が確 認 された。版築状 につ き固め られ、非 常に固 く締 まった土層 となっていた。単

に、盛 土層 とす るよ り、遺構 の基底部 と して把握 した方が良 いで あろ うか。 なお、掘 り下

げ調査 に よ り、下層か らは礫 が集 中 して検 出 してい る。礫 間か ら遺物 の 出上が見 られ るた

め、遺構 として捉 え られ ようが、 その具体相 は判然 としなか った。

埋土層 1(図 31)

調査 区北側、13区 とした地 点か ら検 出 された。遺構確認 に際 して、 4号石列 の東側 には、

面的 に散在 す る一群 の礫 が確 認 で きた。掘 り下 げ調査 を実施 し、地表 下約 lmか ら集 中す

る礫 を検 出 した。土層堆積 の灰色土 中か ら検 出 され、その上層 には層厚 約 10cmを 測 る暗灰

色土 を凝 い平坦面 を造 り出 してい る。特 に集 中す る礫 間 には土砂 の混 入 が見 られず、無造

作 に投 げ込 まれた ような様相 で あった。部分 的な確認であったため、 その範 囲、及ぴ西側

に位 置す る 4号石列 との重複 関係 も明確 で はない。

埋土層 2(図 33)

遺構確 認 に際 して、北側 13区 か ら検 出 した 5号土塁西側 には面 的 に散在 す る礫 の広 が り

が一定の範 囲で確 認で きた。一部掘 り下 げ調査 を実施 し、東 か ら西、北 か ら南へ堆積 す る

土層 が確認 で きた。また、同 じく北か ら南へ傾斜 して堆積 す る小礫 も確 認 で きた。堀状 の遺

構 を埋 め戻 した痕跡 と考 え られ、おお よそで あ るが北側 の落 ち込 み ライ ンを推定 す るこ と

が可能 とな る。

埋土層 3(図 37)

北側 15区、盛 土層 3が確認 された下層 には集 中す る礫 が確 認で きた。埋土層 として報告

す るが、集 中す る礫 には、面が揃 い列 として認識 で きる箇所 もあ る。土層堆積 か らは落 ち

込 み ライ ンが確認で き、 15層 を境 にいったん平坦面 を造 り出 してい るこ とが確認 で きる。

その後 、盛 土層 2(6～ 9層 が本日当 )・ 盛 土層 3(10～ 14層 に相 当)が確 認 で き、 15層 を境 に

時期差 が存在 してい るようで あ る。
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(5)遺 中勿 (膠コ40‐-44)

ここで は遺構 に伴 わない遺物 を主 と して取 り上 げ る。調査 では中世 か ら近代 までの遺物
が見 られ た。 その大部分 は土器 。陶磁器 で あ るが、金属器・石製品 も見 られ た。
かわ らけ (図 40-1～ 図41-■ )

いずれ も内外面 ロクロ成形 され、底部 には回転糸切 り痕 が残 るかわ らけで あ る。大部分

が細片 とな り、胎土が粗 く砂粒 の混入が 日立 つ もので ある。復元 デー タで あ るが、 日径 5

cm～ 16cm、 器 高 2 cm程 の法量 とな り、 日径 8～ 9cm及び 10～ 12cmに 集 中す るようで あ る。多

くが底部 か ら直線的 に外傾、 もしくはやや 内湾 しなが ら立 ち上 が る器形 とな り、 日縁 端部
が肥厚 し、丸 み を持つ もの と薄手でやや尖 り気 味 とな る ものがある。図 40-221ま 内面見込

み と体 部 の境 が不 明瞭 とな り、図40-25は 体 部 が湾 曲 し耳皿 を思 わせ る器形 とな る。 1点
のみで あったが、図41-10は 灯明皿 としての使用が確 認 され る。

その他土器類 (図 41-12～ 図42-7)
かわ らけ以外、 その他土器類 をま とめ た。指 鉢・ 火鉢・ 内耳土鍋・ 土釜等 が 出土 す る。

橋鉢 は図41-15に 括 り目が確 認で きる以タト、 図41-12・ 14に は確認で きなか った。 図41-
18の 内耳鍋 は、すで に器高 を減 じ、平底 の焙烙形態 となった ものであ る。外面 に煤 が付着
し、 内外面 にイます旨頭痕 が残 る。 図42-1イよ口縁部 に菊 の F「 亥けが施 され る人鉢、 図 42-21ま
土釜 と推 定 され、肩部 に耳状 の把手が付 く。把 手 内側 には擦痕 が観察 され る。

中国製磁 器 (図 42-8～ 11)

8は 1号水路 出上の染付皿 、 9は 3号水路 よ り出土 した青磁壺胴部片、 10は 1号石列際

よ り出上 した青磁 片、 11は 碁笥底 とな る白磁皿 の底都片であ る。

国産陶器 (図 42-12～ 28)

図42-12～ 24は瀬 戸美濃産 の施釉陶器、 25～ 28は 常滑甕 とな る。 12は 鉄釉 が施 され た天

目茶碗 で、体部下半 は露胎 となってい る。古瀬 戸後 Ⅲ ～Ⅳ期段 階に位 置づ け られ よう。 13
～15は 灰釉端反皿 とな る。 17・ 19は 灰釉皿 の高 台部 であ る。 いずれ も全面施釉 され、 17は

断面方形、 19は断面逆三角形 の高台 とな る。 18は鉄釉 が施 された平碗 で、断面 方形 の高台
が付 く。大 窯 1期段階 に位置づ け られ よう。 21・ 22は 日縁部形態 は不 明で あ るが、錆釉が

施 され る情鉢 とな る。 23は 四耳壷の胴部 片で あろ うか。古瀬戸前期 に位 置づ け られ る。 24
は瓶 子の胴下半部 とな るか。外面鉄釉 が、 内面 には錆釉が施釉 され る。古瀬 戸 中期 I～ H
期段 階 に位 置づ け られ よう。 25～ 28の 常滑甕 は27が肩部片 となる以外 、胴部片 とな る。

近世陶磁 器 (図 43-1～ 8)
1は 肥前系染付磁器、広東碗 の碗 蓋 となろ う。 18世紀前半 に属 す。 2は型紙招 に よる碗

蓋で あ る。 18世紀後 半 に属 す。 3は 型打成形 に よる菊皿 であ る。畳付 き無釉 で、 高 台内に

1ま 圏線 が見 られ る。 17世糸己代 に位置づ イナられ る。 4は長石釉 と鉄釉が掛 け分 け らヤとる碗 で

あ る。 17世紀 中頃 に位置づ け られ る瀬 戸美濃 陶器 である。 5は肥前系染付磁 器 の碗底部片

で あ る。畳付 き無釉 で、見込みにはコンニ ャク判五弁花文が押 印 され る。 18世紀 前半 に位

置づ け られ る。被熱 を受 けているか、気 泡が全体 に見 られ る。 6は瀬戸美濃系 の鉢 となろ

う。尿釉 が施 され、 17世紀後半か ら18世紀 前半 に位置づ け られ る。 7は 17世紀代 に位 置づ

け られ る香炉 で あろ う。 8は 17世紀後 半 に位 置づ け られ る瀬戸美濃系 の小鉢 とな ろ う。
上製品 (図 43-9・ 10)

9は 手づ くね土器 となろ うか、 内外面 にす旨頭痕 が残 る。 10は 2 mm程の孔が穿 たれ た円盤

状 の上製品で あ る。時期 。用途 ともに不 明で あ る。

その他、金属 製品 (図 43-11～ 20)、 石 製 品 (図 43-21・ 22、 図44-1～ 3)があ る。
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2号水路

10

13

15

SPA― SPA′土層

1 晴褐色土層～露土

2黒褐色土層～砂粒を多く含み、黄褐色上がブロツ

ク状に混る。固くよく締まる。

3暗褐色土層～黄幅色土粒が混り、粘性あり。

盗 黄褐色土層～小礫を多く含み、固くよく締まる。

黒褐色上がプロツク状に混る。粘性

強。

5票褐色土層～砂粒・小礫を多く含み黄褐色土がブ

ロック状に混る。

S黄褐色土層～砂粒・礫を含み、固くよく締まる。
黒褐色上がブロック状に混る。粘性強。

7地 山 (黄褐色土 )

8晴褐色土層

9暗褐色土層～礫が混入する。

|♀龍帽色圭彊三縁忌床像整0マ魯務ダ
まりあり。

12混礫暗褐色土層

13暗褐色土層～砂粒を多く含む。

14混礫暗褐色土層

15晴褐色土層～黄褐色土粒を僅かに含む。よく締ま

る。

18晴褐色土

17黒褐色粘質上～黄褐色上を多く含む。

～砂層

～粘質土層

囲

鰯342,276
A―・

O      S=1:80      4m

(週構平面図・北壁土層推積図・石積恨J面図A―A,B― B′ のみ )

sPB望」,F78 ・ ――SPB′

7皓茶褐色土層～砂粒・焼土・炭化物が僅
かに混る。黄褐色土・黒
褐色土粒が混る。

8暗褐色土層～砂礫を僅かに含み、炭化
物・焼上が若千混る。締
まり、粘性あり。

9褐 色 上 層～砂粒を多く含み、黄褐色
土粒が多量に混る。鉄分
が多く沈殿する。

10暗褐色土層～砂粒を含み、炭化物・黄
褐色土が若千混る。粘性
強、よく締まる。

11地山 (黄褐色土)

― SPC′

SPC― SPC′ 土層

1 陪茶褐色土層～砂礫を多く含み、炭化物・焼土
が僅かに混る。黄褐色土・暗褐
色上が混入する。締まり、粘性
あり。

2暗褐色土層～砂礫を多く含む。締まりややあ
り、粘性あり。

3茶褐色上層～砂礫を含み、黄褐色土が混る。
締まりなく、粘性ややあり。

4暗褐色土層～砂礫を含み、黄褐色上が僅かに
混る。締まり、粘性あり。

5黒褐色土層～小礫を多く含み、黄褐色土が僅
かに混る。締まりなく、粘性あ
り。

S茶褐色土層～黒褐色上が多く混る。非常に粘
性が強い。

O S=]:40 1m

SPB― SPB′土層

1 暗褐色土層～砂粒・礫を多く含む。焼
土・炭イヒ物が僅かに混る。
固くよく締まる。

2晴褐色土層～砂粒を含み、粘性・締ま

りあり。
3暗桐色土層～砂粒を含み、焼上が僅か

に混る。粘性・締まりあ
19。

4灰褐色粘質土層～砂粒を多量に含み、締ま
りなく粘性強。

5暗褐色土層～小礫を多く含み、灰色土
粒が混る。固くよく締ま
る。

6灰色粘質土層～砂粒を多く含み、鉄分が
沈殿する。粘性強。

7褐 色 土 層～砂粒を含み、上層に礫が多く混
入する。締まりなく、粘性強。

8黒褐色砂礫土層
9地山 (黄褐色土 )

図22 卜2区 全 体 図 (1号 。2号水路、1号土塁、盛上層 1)

1号水路北根」石積側面図

国里肘裂壁肘里割滓岳 [

ミ
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1号 土 墨
342270

SPA~~・

SPA― SPA′土層

1 晴褐色土層

2晴褐色土層

3褐 色 粘 質 土 層

4暗褐色土層

5黄褐色粘質土層

sPBy,甲
6

ヒ 3号水路

8

6賭褐色粘質土層

7黄褐色粘質土層

8灰 色 粘 質 土 層

9灰褐色粘質土層

キ0暗褐色粘質土層

lI暗褐色粘質土層

・ ―A

12混 礫暗褐色土層

13混 礫黄褐色粘質土層

14混 礫黄褐色粘質土層

15黒 色 土 層

16暗褐色粘質土層

+7地山 (黄褐色土 )

i灰色粘質土層

2晴褐色粘質土層
(SPA― SPA′ S層に対応)

3灰色粘質土層

4灰褐色粘質土層
(SPA― SPA′ 9層に対応)

□
趨

一

SPB′

― ― SPA

l,

,2

～灰色砂層

―灰色粘質土層

SPB′

す 2号 水路

2攪   舌L

3暗黄褐色粘質土層～砂粒・ 」ヽ礫を多 く

含み、褐色・ 自色

響 勤坂る舶 腟鈍

4黄褐色粘質土層～黒褐色土がブロッ

ク状に混る。砂粒・

礫を多く含み、粘

性強。

5黄褐色粘質土層～褐色・ 白色土粒が

多く混る。砂粒・礫
を多く器 、粘 1留鈍

6灰黄色砂質土層～小礫が混 り、かた

くよく締まる。

7暗 灰 褐 色 土 層～黄褐色土・反イЪ物

が混る。粘性強。

8褐 色 土 層～黄褐色土粒が多量に混

り、砂粒を含む。粘性

強く、固くよく締まる。

9灰褐色土層～砂礫の混入が多く、褐

色土・黄褐色上が混る。

粘性強。
10灰 色 土 層～砂礫が混 り、粘性強。

11灰 色 砂 礫 土 層～砂を含み、黄色土

が混る。

12黒褐色粘質土層
13黒褐色粘質土層

～晴灰帽色砂層

～暗灰褐色粘質土層
・ ― SPC'

□
鰯

3宅 圏 0

A―・

B聖
lF/0

SPC― SPC′土層

1砕   石

2階褐色粘質土層

3暗褐色粘質土層

4皓褐色粘質土層

(SPA― SPA′ |1層に対応)

5混礫暗褐色土層

(同 12層 に対応 )

8混礫黄褐色粘質土層

(同 i3層 に対応 )

3

7混礫黄褐色粘質土層

(同 14層 に対応 )

8黒 色 土 層

(同 15層 に対応 )

9暗褐色粘質土層

(同 18層 に対応 )

10地山 (黄褐色土 )

O   S=]:60  2m

O S=1:4 Cl im

(綽f樫冒要のみ)

……B

c4留
6

l 黄褐色粘質土層
(SPA― SPA′ 7層 に対応)

図23 2・3区 全 体 図 (2号・3号水路、1号土塁 )

選手糸デ
]も

巻0も

-39-



8号水路

342,925
A―・

1 表 土 層～アスファルト・道路砕石 。茶褐色土・砕石
2茶褐色土層～小礫を含み、褐色土・黄褐色土粒が混る。非常

に緻密で、固くよく締まる。
3混礫暗褐色土層～4～5cm程 の小礫が多量に混り、捐色土・黄

′      捐色土粒が混る。国くよく締まる。
4混礫暗褐色土層～3層とよく似るが、黄褐色土がブロック状に

夢く混る。
5混 礫褐 色土層～3、 4層より小礫を多く含む。黄褐色土がブ

ロツク状に混り固くよく締まる。
6皓褐色粘質土層～小礫が多く混り、捐色・黄褐色土粒が混る。

固くよく締まる。
7混礫暗褐色土層～小礫を多量に含み、黄褐色土がブロック状

に混る。3、 4層に比べ緻密で、固くよく締
まる。粘性あり。

14

CI   S=1:60   2田

8暗褐色粘質土層～小礫を若干含み、褐色・黄褐色土粒が僅か
に混る。非常に緻密で、粘性強い。

9混礫茶掲色土層～小礫を多量に含み、掲色土・黄褐色土粒が
混る。固くよく締まり、粘性強い。

18帽 色粘質土層～小礫を多く含み、焼土粒が僅かに混る。非
常に緻密で、固くよく締まる。粘性強い。
部分的に砂粒が混る。

ll混礫暗椅色粘質土層～小礫を多く含み、黄褐色土・灰黄色土粒が
混る。緻密でよく締まる。

12灰黄色粘質土層～小礫を多く含み、炭化物・黄褐色土粒が混
る。しまりややあり。

13褐 色粘質土層～小礫を多く含み、僅かに焼土粒が混る。非
常に緻密で、しまりあり。

i4混礫黄褐色粘質土層～拳大程の礫が多く混入し、灰色・暗褐色粘質
上がブロック状に混る。よく締まり、粘‖生強。

図24 3区 全 体 図 (1号石列、1号土塁、3号水路 )
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∽

Ⅶ
団

ｍ

刊
団
、

SPA」聖上971 342,851

SPB―・ .皇FB′   sPc聖響,740

SPA― SPA′ 土層

1 暗褐色土層～焼土・炭化物を多く含み、榛が混る。
締まりややあり、粘性強。

2褐 色 土 層～小礫を多く含み、特に東lelか らの礫
の混入が多く認められる。締まりや
やあり、粘性強。

3暗褐色土層～礫を多く含み、焼土粒・黄褐色土粒
が僅かに混る。締まりややあり、粘

性強。
4茶掲色土層～砂礫を多く含み、黄掲色・黒捐色土

が多く混る。焼土・炭化物が若干混
る。締まりややあり、粘性強。

5暗褐色土層～礫を多く含む。焼土粒・黄褐色土粒
が混る。締まりややあり、粘性Sa。

8皓茶褐色土層～砂粒・小礫を含み、締まりなく粘性
強。

フ灰黄褐色土層～黄褐色土粒がブロック状に混る。締
まりなく粘‖生あり。

8褐 色 土 層～砂粒・」ヽ礫を含み、特に上層に大き
な礫が混る。締まりなく粘性あり。

・ ― SPA

O   S=1:60   2m
|

図25 4・ 5区 全 体 図 (4号水路 )

SPB― SPB′ 土層

1 砕 石 層～道路砕石
2暗褐色土層～礫が混り、固くよく締まる。
3茶掲色土層～砂粒・小礫を含み、上層に若千

黄捐色土粒が混る。締まりなく、
粘性あり。

4晴茶褐色土層～SPA― SPA′ S層 に対応する。
5灰黄褐色土層～SPA―SPA′ 7層に対応する。
8褐 色 土 層～SPA― SPA′ 8層 に対応する。
7暗褐色土層～砂粒・小礫を含み、黒褐色土粒

がブロック状に混る。締まりな
く、粘性あり。

・ ― SPC′

SPC― SPC′土層
1 砕 石 層～道路砕石
2暗褐色土層～SPB― SPB′ 2層 に対応する。
3茶偶色土層～SPB一 SPB′ 3層 に対応する。
4混礫皓褐色粘質」冒～砂粒が混り、黒色土・掲色土粒を含

む。粘性強。
5茶褐色土層～砂粒を含み、焼上が若干混る。緻密で粘

性強。
8褐 色 土 層～砂礫を含み、焼土粒・炭化物が僅かに混

る。緻密で粘性強。
7混礫褐色土層～締まりあり、撤密で粘性強。
8茶褐色土層～黄褐色土粒が僅かに混る。非常に緻密で

粘性強。
9混礫茶褐色土層～ 5 cm程の礫が多量に混る。
18茶褐色土層～黄褐色土粒が僅かに混る。非常に緻密で

粘性強。

10

A聖
lf70

D型
lf90

・ ― D′

B:塑」
,f70

・ 一 B′

O     S=1:40 2m

(水路石積IIal面 図A―A～ D― D′ のみ)

i
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SPA
＞

・
―

A
342,771

SPA 342,891

342.491

341,891

341,491

SPA′

・ ――SPC′

342422
C―・ ・ 一 C′

342.892

D―・

の

▽

sPB′

2m0

342.851

SPC――・

SPA― SPA′土層

〕 砕石層～道路砕石
2茶褐色土層～小礫～人頭大程の礫が多量に混入する。

上層は固くよく締まるが、下層ほど礫間
に土の混入は見られす陳FEEが生じる。

3暗 褐色粘質土層～砂粒を含み、緻密でよく締まる。
粘性強。

4暗褐色粘質土層～砂礫が多く混り、焼土粒・黄褐色
上が混入する。緻密でよく締まる。
粘性強。

5暗褐色粘質土層～ 4眉によく似る。黄褐色上の混入
が多い。

6暗褐色土層～小礫を多く含み、黄褐色上がプロック状
に多く混る。緻密でよく締まる。粘性強。

が僅かに認められた。非常に緻密で粘
性強。

8混礫暗褐色土層～小礫を多量に含み、焼土・炭化物
が混る。締まりややあり、粘 l■ あり。

9暗偶色土層～黄褐色上がブロツク状に混 り、非常に
よく締まる。粘性強。 6層 と同一か。

10混 礫黒褐色土層～礫が多量に混入する。褐色土・黄
褐色上が混る。締まりあり、粘性強。

キ1黄褐色土層～石積基底層となる。 i2層 との間に約 1

cn鉄分の沈殿が認められる。
12灰 色 粘 質 土 層～砂粒を含み、粘‖生強し屹

SPC― SPC′土層

1 砕 石 層～道路砕石

2褐 色粘質土層～焼土・炭イヒ物を僅かに含み、

黄褐色上がブロック状に混

る。非常に緻密で粘性強。

8褐 色粘負土層～多量の黄褐色上が混る。非常

に緻密で粘性強。

4暗褐色粘質土層～小礫を多く含み、炭化物が僅

かに混る。

5暗褐色粘質土層～焼土・炭イヒ物を含み、策褐色

上がプロック状に混る。

6暗褐色土履～砂礫を多く含み、焼土粒・炭イヒ物

が僅かに混る。黄褐色土粒が混入

する。よく締まり、粘性あり。

7褐 色粘賢土層～焼土粒・炭化物が混る。黄褐

色土粒が若干混入する。非常

に緻密で粘性強。

・ ― D′

8茶褐色土層～砂礫を多く含み、黄褐色上が若干

混る。緻密で粘性強。

9晴褐色土層～砂礫を含み、皮イヒ物・黄褐色土が

混る。非常に緻密で粘性強。

19混 礫暗褐色土層～小礫を多く含み、焼土・炭化

物が僅かに混入する。黄褐色

土が多量に混る。緻密で粘性

強い。

11暗褐色土層～礫が僅かに混 り、焼土・炭イヒ物が

多く混る。非常に緻密で粘性強。

12暗 黄 褐 色 土 層～砂礫を多く含み、褐色土・黄

褐色土粒が多く混る。緻密で

粘性強い。

SPB― SPB′土層

1 アスフアザレト

2砕 石 層～遵路砕石

3茶褐色土層～砂礫を多く含み、黄褐色土が混る。

かたくよく締まる。盛土層である。

4暗褐色土層～砂粒を含み、黄掲色土・焼土・炭

化物が混る。締まりややあり、粘

性あり。

5暗褐色土層～砂粒・礫が混り、焼土・炭化物を

多く含む。締まりややあり、粘性

あり。

S暗褐色土層～ 5層より小礫が多く混る。

.翌A sPB堅
,F32 SPB′

342,432

341,832

図26 7・ 8区 全 体 図 (2号 土 塁 )

笙

7暗褐色上層～ 6層と同一となるか。黄褐色上の混入
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SPA― SPA′土層

!催目圭百三麗多写冨険巽雹重是み混る。 S PA塑ず
6B

4混礫茶褐色土想些
ぞ≧3務建磐替なほF露舌蔭璽
じる。粘性強。

5暗褐色土層～赤要言窃歩浜望篭父写盈蔦瞑BI
粘性あり。

8混礫暗褐色土層～皇乙皇
C!甕
紹登埜蒸多旨ヲε秩

に混る。粘性あり。

そ:彊醸膳糧色圭彊工農属差只塔?5会ば壼埜絶ぁら
く、粘性あり。

経潜鶴圭§事三搭宮評罷詐層であ
‖階褐色土層～整箸伊哀宅涌攣考、羅催惚ぢFか

に

ω
ふ
ω

・
Ｏ
Ｎ
∞

＞
Ｉ
‐
・

図
旧
軍
翌
暉
瞑
思
酬
引
中
ω

ω
帥
肝
脚
日
迪
創
�
迪
副
図

SPB

341,968

SPB一 ・ 一 SPB′

― ― c

l 混礫階黒褐色土層～礫が多量に混る。礫間には土砂の混入がな
く陳間が生じる。黄褐色上が混る。粘性あり。

2混礫暗褐色土層～下層に小礫が多く混る。礫間に土砂の混入
ない。黄褐色土糧 /」

N若干混る。粘性あり。
3茶褐色粘質土層～砂粒を多く含み、よく締まり、粘性強。
4黒褐色土層～砂礫を多く含み、黄褐色土粒が混る。締まりや

やあり、粘性あり。
5黒褐色土層～砂粒を僅かに含み、焼土・黄掲色土粒が若千混

る。緻密でよく締まり、粘性強。
S褐 色粘質 土層～焼土粒を含み、lal密 でよく締まり、粘性強。
7褐 色 土 層～砂粒を含み、焼土・炭化物が混る。粘′性強。
8灰 色 土 層～上下に鉄分の推積が見られる。焼土粒・炭化物

が混る。締まり・粘性あり。
9暗 茶褐色 土層～土里構築上、砂粒を含み、褐色土・灰色土

がブロック状に混る。締まりややあり、粘
‖生彦あり。

10黄 褐 色 土 (地山)

11暗褐色土層～焼土・炭化物が混り、小礫を含む。締まりやや
あり、粘性あり。

12暗 茶褐色 土層～黄褐色土粒がIJI状 に混る。締まりややあり、
粘性あり。

図27 9区 全 体 図 (3号土塁 、1号堀 )

S PA′

笏し牛吏熟 80違

ロ

ー

・

閃
ち鮨団確

_ふ    _ ⌒さ  6c7r

SPB― SPB′土層

♭為 亀]

m
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S PA
342.989- ・

341,989-

340,989-

389,989-

1 砕 石 層～道路砕石
lα 茶褐色土層～小礫を含み、黄褐色土・黒褐色上が混る。よく

締まり緻密、粘性あり。
2茶掲色土層～小礫を含み、炭化物が混る。締まりあり、粘性

あり。
3茶掲色土層～ 2層より礫の混入が多い。
4暗褐色土層～礫の混入が多く、炭イヒ物が僅かに混る。灰色粘

質土がブロック状に混る。締まり、粘性あり。
5混礫暗褐色土層～ 2～ 3c冊程の傑を多量に含み、黄褐色土が

ブロック状に混る。締まり、粘性あり。
6混礫黄褐色土層～ 2～ 38冊程の礫を多量に含み、下層に黒褐

色土の混入が多く認められる。締まり、粘
性あり。

7混礫黄褐色土層～ 6層より大形の礫が多く混入する。
8混礫晴褐色土層～炭イヒ物・黄褐色土が混り、下層には大形の

礫が混入する。締まり、粘性あり。
9暗掲色土層～多量の炭イヒ物が下層に堆積する。焼土が若干混

入し、灰色粘質上がブロック状に混る。粘性強。
10茶褐色土層～砂傑を僅かに含み、褐色土・黄褐色土がブロッ

ク状に混る。締まりややあり、粘性強。
iI晴褐色粘質土層～炭化物を僅かに含み、礫が混入する。締ま

りあり、粘性強。
iiα 暗褐色土層～砂粒を含み粘性強。ll層 より締まりあり。
i2灰色粘質土層～砂粒を含み、炭化物が僅かに混る。下層との

境に鉄分が沈殿する。粘性あり。
12α 黒褐色土層～砂粒を多く含み、締まりややあり、粘性強。
13暗掲色土層～小礫を多く含み、黄褐色土・黒色上が混る。よ

く締まり緻密、粘性あり。
14混礫晴褐色土層～焼土・炭化物が僅かに混り、黄褐色土・黒色

土がブロック状に混る。締まり、粘性あり。
15褐 色 土 層～黄褐色土・黒褐色土がブロック状に混り、緻密

でよく締まる。粘性強。
i6暗褐色土層～焼土・炭化物を多く含み、掲色土・黒褐色上が

僅かに混る。よく締まり緻密、粘性強。
17暗褐色土層～焼土・炭イヒ物が僅かに混り、黄褐色土・黒褐色土

がブロック状に混る。よく締まり緻密、粘性強。
18茶褐色土層～砂粒を含み、黒褐色土・灰色土・黄褐色土がブ

ロック状に混る。よく締まり緻密、粘性強。
19混礫茶掲色土層～焼土・炭化物が僅かに混り、黄褐色土・黒

褐色土がブロック状に混る。しまり、粘性
あり。

20混礫褐色土層～礫が多く混入するが、礫間に土砂の堆積は見
られす隙間が生じる。

2i混礫晴褐色土層～20層と比べ混入する礫は小さく、量も少な
い。下層ほど粘性が強い。

22茶褐色土層～多量の炭化物を含み、灰色土がブロック状に混
る。しまりなく、粘性あり。

23灰色粘質土層～炭化物を若干含み、褐色上がブロック状に混
る。しまりなく、粘性あり。

24晴茶掲色土層～砂粒を僅かに含み、灰色土・黒色土が混る。
しまりややあり、粘〕生あり。

25茶帽色土層～砂粒が多く混り、灰色上を含む。締まりあり、
粘1生 強。

28暗灰色土層～砂粒を多く含み、帽色土が混る。締まりややあ

O       S=1:60       4m

― 己09'688

-30910レ 8

9・ 11区 全 体 図 (4号土塁 、1号堀 )

3号土竪
9

縣鬼⑫三蘇孤

り、粘性強。

図28
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342,198
A―― ●

― バ

2号石列恨J面図

励 苺 が 発 勢

口

L号石列

SPB

OJS―一

O     S=1:SCl 3m

1.攪   乱

2.表 土 層～アスファルト、道路砕石。

3灰色粘質土層～小礫を多く含み、黒色土・褐色土が混る。

鉄分の沈殿が部分的に散見する。固くよ

く締まり、粘性あり、旧耕作土か。
4褐 色 土 層～小礫を多く含み、焼土粒・炭イヒ物が混る。灰

色土・黄褐色土粒が混入する。

5明褐色土層～小礫を多く含み、黄褐色土が混る。締まりや

やあり、粘性あり。

8.暗褐色土層～小礫をやや含み、焼土粒 。炭化物が混る。緻

密でよく締まる。粘性あり。

7攪   舌し

8混礫暗褐色粘質土層～ 5 cm程 の小礫を多量に含み、褐色土・黄

褐色土がブロック状に混る。緻密でよく

締まり、粘性強。

9.混礫明褐色土層～小礫を多く含み、焼土粒が僅かに混る。

黒色土・暗褐色土粒が混り、固くよく縮

まる。

日日S
。 一― VJ S
81と 3レ8

図2910区 全 体 図

-49-50-

(2号石列 )



343.100

SPA――・

343,000

SPB―・

・ ――SPA

～ 道路砕石

～ 暗褐色土層

～ 暗褐色粘土層

～ 混礫褐色土層

～ 暗褐色粘土層

343,000

・ 一 SPB′ SPC――・

343,350

SPD―・

図3012区 全 体 図 (1号 集石 )

i.砕 石 層

2.暗褐色粘土層

3.褐 色 粘土層

4.暗褐色粘土層

5。 暗褐色粘土層

8。 暗褐色粘土層

7.暗褐色粘土層

8.暗褐色粘土層

S=]:40
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SPバ

ふ
帥
劇
判
」連
団
図

＼

抑

一

∩
Ｌ
∽

埋 土 層 1-→

343,128

・ ― SPD′  SPC―・

●
囮
皿
∽

343,123

SPA―・ SPA― SPA′土層

1 混礫褐色粘質土層

2混礫晴褐色土層

3暗褐色粘質土層

4暗褐色粘質土層

5陪灰色粘質土層

342.593

C―・

・ ― SPB′

5号水路狽」面図

睡翻
～ 暗褐色粘質土層

;増且尾堅埜虐

層

 鰯覇
～ 暗褐色粘質土層

1雹握昇視 層 鰯
～ 暗褐帥 質土層

3431129

SPD一 。
343,128

0-SPC′  SPB―…

SPB― SPB′土層

1 混礫褐色粘質土層

2暗褐色粘質土層

3赤褐色土層

図 31 13区 全 体 図 (3号・4号石列、5号水路、埋土層 1)

SPD― SPD′土層

l 混礫灰色土層

2暗灰色粘質土層

3.灰色砂質土層

4暗灰色粘質土層

5,暗褐色砂礫土層

6.暗褐色土層

7灰色粘質土層

SPC― SPC′土層

1 混礫褐色粘質土層

2.灰褐色粘質土層

3暗褐色粘質土層

4暗褐色粘質土層

5茶褐色土層

8,晴茶褐色土層

黙 観

S=1:50
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34218i3

B―・ ・ ― B′

342,8,3

C―・ ・― C′

6号 水路北倶!石列 狽」画 図6号 水路南 狽」石列倶」画 図

SPA′

5号石列 狽」面 図

●
∽
匝
∽

342,923
SPB― o

SPB― SPBイ 土層

1,褐色粘質土層

2,暗褐色粘質土層

(SPA― SPA6層 に対応)

3,地山

3431123

SPC―・

SPC― SPC′ 土層

1,暗褐色土層

(SPA― SPA 6層に対応)

2,灰色粘質土層

8,地山

・ 一 SPC′
・ ―SPB′

。一 SPA′

SPA― SPA′土層

1 暗褐色粘質土層

2.暗褐色粘質土層

3暗褐色粘質土層

4暗褐色砂礫土層

5混礫黒褐色土層

6,暗 褐 色 土 層

7.混礫暗褐色土層

8晴 褐 色 土 層

9皓褐色粘質土層

10暗褐色粘質土層

ll暗褐色粘質土層

12茶 褐 色 土 層

13暗 褐 色 土 層

14褐 色 土 層

15,暗褐色粘質土層

16.暗褐色粘質土層

17.黄褐色土層 (地山)

Eこ∃～盛土・砕石層

‖
～明茶褐色砂質土層

に
～暗灰色粘質土層

13区 全 体 図 (6号水路 、5号石列 、道路状遺構 )

343,i23

SPA― ・

図32
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①ヽ
圧
∽

5号土塁エレベーション

343,C122

S PA―・
・ ―SPパ

==
1

342.888

SPB―・

342,888

SPC一 。

342,788

B―・
・ ― SPB′

。一 SPC′

i 混礫晴黄捐色土層～礫を多量に含み、よく締まり粘性あり。
2混礫暗褐色粘質土層～焼土・炭化物を含み、黄褐色上が混る。
3結褐色粘質土層～小礫を含み、黄帽色上が混る。緻密。
4混礫晴褐色粘質土層～多量の茶褐色・黄褐色上が混る。
5混礫皓褐色粘質土層～ 4層 に比べ多量の礫が混入する。
8晴捐色土層～炭化物を僅かに含み、緻密でよく締まる。
7暗帽色土層～砂礫を含み、焼土粒が僅かに混る。非常に緻密

で締まりあり。
3混傑暗黄褐色粘質土層～多量の礫が混入し、黒捐色・茶褐色土が

多量に混る。固くよく締まる。
9晴黄褐色粘質土層

iO混 礫黄褐色土層～礫を多量に含み、暗褐色上が混る。層厚
約 58m程度で均―な堆積となる。

il混 礫暗褐色土層～礫を多量に含み、黄褐色上が多量に混る。
国くよく締まる。

i:晴 帽色粘質土層～礫を含み、焼土・炭化物が僅かに混る。

匠]～ 道路舗装及 び砕石層

(5号土塁 、2号集石、

-57～ 58-

5号土塁東倶」石積恨」面図

5号土塁西恨」石積恨」面図

S=]:50

図3314区 全 体 図 埋土層 2)



Шヽ
皿
∽

口ヽ
圧
∽

田ヽ
皿
∽

切
刊
Ｏ
．

342,822

SPA―・

342,822

SP日―・

342,822

・ ― SPB′  SPC3-・
342.322

・ ―SPC′  SPD―・

1砕 石 層

2混礫暗褐色粘質土層

3混礫黄褐色土層

4.暗黄褐色粘質土層～砂礫を含み、焼土・炭化物が混る。灰色・褐色土が混る。緻密でよく締

まる。

5混礫暗褐色土層～礫を要量に含み、黄褐色土が多量に混る。固くよく締まる。

8暗褐色粘質土層～小礫を含み、焼土・炭イヒ物が混る。茶褐色土が混入する。緻密でよく締

まる。

7暗黄褐色粘質土層～小礫を含み、焼土・炭化物が僅かに混る。緻密でよく締まる。

8混礫暗褐色粘質土層～拳大程の礫を多く含み、黄褐色土が混る。

9.暗灰褐色土層～小礫を多量に含み、焼土 。炭化物が混る。褐色土、灰色上が混入する。

10.灰褐色粘質土層～焼土・炭化物が混る。緻密で非常によく締まる。

ll茶褐色土層～灰色・黄褐色土が混り、固くよく締まる。

12暗褐色土層～焼土・炭イヒ物が僅かに混り、固くよく締まる。

13暗褐色粘質土層～礫を多量に含み、焼土が僅かに混る。

i4混礫階褐色土層～夢量の礫が混り、焼土・炭化物が混る。

図3414区 全 体 図 (6号 石 列 )

342,B22

・ ―SPD′  SPE―・

3421782

A― 。           ・ ―バ

6号石列 狽」面 図

343,742

B一 。           ・ ― B′

¬

-59-60-



∽
可
□

●

切
刊
〇

●

田ヽ
匝

∽

●
8号 集 石

343.188
SPA―・

∽

刊
□
ヽ

・
碗
刊
０
、

S PA′

。一SPA

343,088

SPB―・
343,088

SPC―・
343,088

SPD―・。一 SPB′

□～砺層

i 茶褐色土層～砂礫を多く含み、黄帽色上が混る。
2混礫茶褐色土層～小礫を多く含み、黄褐色砂粒が班状に多く混る。

粘性あり。

3混礫茶褐色土層～砂礫を多く含み、黄褐色上が多量に混る。国くよ

く締まり、粘性強。

4黒帽色粘質土層～焼土・炭化物が僅かに混り、黄褐色土・灰色上が

混入する。非常に緻密でよく締まる。
5灰 色 土層～礫を含み、焼上が僅かに混る。固くよく締まり、粘性

あり。

・ ― SPC′

6暗灰色粘質土層～黒掲色土・黄帽色上が班状に混る。非常に緻密で

よく締まる。鉄分の沈殿あり。

7混帥鍋色粘質土層～黄掲色土が多量に混る。固くよく締まり、粘性あ

り。
B晴褐色粘質土層～小礫を含み、晴黄褐色土が多量に混る。非常に緻

密で縮まりあり。粘性強。
9混礫晴褐色土層～焼土・炭化物が混り、黄褐色土・灰色土が混入す

る。

10晴褐色土層～焼土粒・炭化物が多量に混る。黄褐色上が班状に混入

する。緻密でよく締まり、粘性あり。

図3515区 全 体 図 (3号 集石 )

-61～ 62-
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S PA

口ヽ
匡
∽

●

口ヽ
圧
∽

盛 土 層 2 
引 SPA

O           S=1:50            4m

O

s  デ杉9
ο③ °

ヽ    ロ

q″_翁♂
螢ο鞠
遊

5号集石

343,lBB

S PA―・

343,08B

SPB―・

1.道 路 舗 装

2.砕   石

3.混礫茶褐色土層～暗褐色土・黄褐色土が多量に混り、国<よく締まる。
粘性強。

4.茶褐色土層～礫が要く混り、灰色土・黄褐色土が班状に混る。やや締ま
り、粘性強。

5混礫黒褐色粘質土層～黄褐色粘質土・灰色土が班状に混る。非常に緻密でよ
く締まる。粘性あり。

6.暗灰色粘質土層～小礫を含み、黒褐色土 。暗褐色土・黄色砂質土が班状
に混る。非常に緻密でよく締まる。鉄分の沈殿あり。

7混礫略 色粘質土層～黄褐色土が多量に混り、固くよく締まる。

●
口
趾
∽

●
０
趾
∽

田
匝
∽

～ 混礫黄褐色粘質土

～ 混礫暗褐色粘質土

～ 黒褐色粘質土

～ 褐色粘質土

～ 暗褐色粘質土

343,088

・ 工SPC′ SPD―・

体図 (4号・5号集石、盛土層 2)
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・

4号集石

愕  
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図36 15区全



343,188

S PA―・

フ号石列
 卜

・― S PA

SPA

ω
ふ
ω

・〇
判
ヘ

∽
刊
０
１

ｏ

∽
刊
０

●

8号 石列

S PA

′日』S

′日日S― 。

343,13雪

A一 o

1道 路 舗 装

2砕  石  層

3混礫茶褐色土層～晴褐色土・黄帽色土が多量に混り、固くよく締まる。
4茶 捐 色 土 層

5茶 褐 色 土 層～砂礫を多量に含み、焼土・炭化物が混る。
6混礫暗黄褐色粘質土層～暗褐色上が班状に混る。固くよく締まる。
7黄 色粘質土層～白色・淡黄色土が班状に混る。緻密で非常によく締まる。
B晴黄捐色粘質土層～砂礫を含み、緻密で非常によく締まる。
9混礫暗黄帽色粘質土層～黒色・掲色・灰色上が班状に混る。緻密で固くよく締まる。
10混礫晴褐色土層～多量の礫が混入し、固くよく締まる。
10α 混礫暗褐色土層～礫が多量に混入し、固くよく締まる。

埋土層 3

343,164

B―・

lI混礫明黄掲色粘質土層～白色・淡黄色土が班状に混る。非常に緻密でよく締まる。
12暗 黄 褐 色 土～砂礫を多く含み、焼土・炭化物が混る。非常に緻密でよく締まる。
13混礫明黄褐色粘質土層～白色・淡黄色上が班状に混る。非常に緻密でよく締まる。
14混礫暗掲色土層～iO層 に比べ混入する礫が大きく、やや黒昧を帯びた色調となる。
15褐 色粘質土層～焼土・炭化物が混り、黄帽色土が多量に混入する。非常に緻密でよく締まる。
i6暗捐色粘質土層～黄褐色土が多量に混る。
i7晴褐色粘質土層～焼土・炭イヒ物を含み、黄帽色土・黒褐色上が混る。締まりややあり。
18灰 褐 色 土 層～砂礫を含み、黒捐色上が班状に混る。緻密でしまりあり。
i9混 礫褐色土層～焼土・炭イヒ物を含み、固くよく締まる。
20暗褐色粘質土層～黄褐色上が班状に混る。非常に緻密で粘性あり。
2i黒 褐 色 土 層～礫を多く含み、焼土・炭化物が混る。黄褐色上が混入する。

日JS

ｏ
ｌ

∽
刊
０
、

い
可
０
、

・ 一 日日S
フレ己'9レ8

図37 15区 全 体 図 (7号。8号石列、盛土層 3、 埋上層 3)

盛土 層 8
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343.119

S PA一 。 。一 S PA′

3

6

6号土墨東西セクション

8

18
16

i道 路 舗 装

2砕 石 層

3褐 色 土 層～砂粒・小礫を多量に含み、炭化物・焼土が僅かに混

入する。黄褐色土が混る。固くよく締まる。

4暗褐色土層～砂粒を多量に含む。焼土粒が僅かに混る。国くよく

締まる。

5混礫糞褐色土層～偶色上が班状に多く混る。固くよく締まり、粘

性あり。

6暗掲色粘質土層～砂粒 。小礫を多く含み、黒色土・灰色土が班状

に混る。焼土・炭化物が混入する。緻密でよく

締まる。

7茶捐色土層

8灰 色粘質土層～砂粒を含み、炭化物が混入する。褐色土・黒色

上が班状に混る。鉄分が沈殿する。固くよく締

る。

9暗捐色土層～砂粒を含み、焼土・炭化物が混る。灰色砂粒が班状

に混入する。緻密で締まりあり。粘性強。

10褐 色粘質土層～砂礫を含み、西側ほど多量に混入する。灰色粘

質上が班状に混る。固くよく締まり、粘性あり。

ll茶褐色土層～砂礫を含み、焼土・炭化夕が混る。国くよく締まり、

粘性あり。

12暗褐色土層～砂礫を含み、焼土・炭化物が多く混る。黒色土・褐

色土が班状に混る。固くよく締まる。

i3灰掲色粘質土層～砂粒を多く含み、焼土・炭イヒ物が混る。鉄分が

沈殿する。緻密で締まり、粘性あり。

14黄褐色粘質土層～砂礫を含み、黒色土・褐色土が班状に混る。よ

く締まり、粘性あり。

i5暗帽色土層～多量の灰色上が班状に混る。粘性あり。

16灰 色粘質土層～砂粒を僅かに含み、炭化物が混入する。鉄分が

帯】犬に堆積する。緻密でよく締まる。

17晴褐色粘質土層～炭化物が多量に混る。締まりなく、粘性強。

18灰 色粘質土層～砂礫を含み、鉄分が多量に混る。締まりややあ

り、粘性強。

19茶褐色粘質土層～砂粒を含み、灰色土・黒色上が班状に混る。緻

密でよく締まる。粘性強。
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団
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フ号水路

342.319

眸   一 G

図38 17区 全 体 図 (6号上塁 、7号水路、9号石列 )
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343,415

SPA―・

∽
刊
ｍ

∽
刊
「

切
刊
０

∽
可
□

囮ヽ
匡
∽

盛土層4

。一 SPA

・― SPE′

。一 SPF′

12

13

l道 路 舗 装                S PA
2砕 石 層

3混礫暗黄褐色土層⌒灰色土・褐色上が班状に混り、固く

よく締まる。

4灰 色粘質土層～砂粒を多量に含み、帯状に鉄分の堆

積が見られる。非常に緻密で固くよ

く締まる。

5 晴灰色粘質土層一砂粒・灰黄色土が帯状に混入する。

鉄分の堆積が見られ、非常に緻密で

よく締まる。

8淡糞捐色砂質土層～晴灰色粘質土が多量に混る。非常に

緻密で固くよく締まる。

7茶褐色土層～砂粒・砂質土が混る。非常に緻密で固く

よく締まる。
8暗灰色粘質土層～砂粒を含み、鉄分の堆積が僅かに見

られる。炭化物が若干混入し、非常
に緻密でよく締まる。

9暗 茶捐色土層～礫が混入し、焼土・炭化物を含む。

灰色土・捐色上が班】犬に混る。緻密
でよく締まる。

iO褐 色 土 層～礫が混入し、焼土・炭化物を含む。灰色

上・黒褐色土が班状に混る。緻密でよく

締まる。

11晴褐色粘質土層～焼土・炭化物が混る。緻密で非常に

よく締まる。

12混礫晴茶褐色土層～灰色粘質土が班状に混る。非常に固

くよく締まる。
i3混礫暗帽色土層～焼土・炭化物が混り、緻密でよく締

まる。

14混躙鵠色粘質土層～灰色土・黄掲色上が班状に混る。

13層 と比べ粘性強。
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∽
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田
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34315i5
SPB―・ ・ ― SPB′
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SPC一 o

SPD ttt'5i5

図39 18区 全 体 図 (盛 土層 4)

・ ― SPC′
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3441515
・ ― SPD′  SPF― ・
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図40第 55次 調 査 出 上 遺 物 (1)
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図 41 第 55次 調 査 出土遺 物(2)
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図42第 55次 調 査 出 土 遺 物 (3)
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図43第 55次 調 査 出 上 遺 物 (4)
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図44第 55次 調 査 出 土 遺 物 (5)
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図 出上位置 れ三  月J 器種
法    量 (cln,

日径・器高・ 底径
部  位 調 整 胎   土 焼 戯

色   調
内 面・ 外 雨 備 考

1 2区 2号水路 土 器 かわらけ (102)。 (2.2)。 (6.3)
口縁

～底奮[居
内外面 ロクロ成形

やや密
石英・長石
鰤

良 鈍い褐

2 2区 2号水路 上 器 いわらけ (8.1)。 (20)。 (46)
口縁

～底部片蜘鰯
ロクロ成形

回転糸切り

やや密
石を 長石・軍羽
抑 ・ ,p∬

良 橙

3 2区 2号水路 土 器 いわらけ 口麟 F 内外面 ロクロ成形
やや密
7,疑 ・ 顕 ・

`ζ

i:コ ::」1要 :ヨ
:母・ラ

'ヤ

(】【」
良 橙

4 3区 3号水路 土 器 b・
Iわらけ 10 7 ・ 2 0 ・ 5.5

口縁

～底笥 蜘醐
ロクロ成形

回転糸切り

やや密
覇 ・金差∝妻母
純

良 縮
第40図  6番と

同一殖rA?

5 3区 3号水路 上 器 いわらけ 8.6 ・ 2 0 ・ 5 0
口縁

～底笥
内タト面 ロクロ成形
底部 回転糸切り

ヾヾ4
覇 ・ exョ ε 副 田

紺
良 鈍い黄橙

3区 3号水路 土 器 かわらけ
口縁

～底糊
内タド面 ロクロ成形

ヾ ヾ 省

√ き 石 ・ 穣

攀 母 。歩油
良 橙

第40図  4番と

同一姫r4?

7 3区 1号土塁 土 器 かわらけ
口縁

～底音「
内タド面 ロクロ成形

やや密

`ン

色 蛋 雲 T子 ・ 婁 計 ]

覇 ・ 穣 ・ 期

良
内面 鈍ヤ響鵡
タト面 明赤褐

8区
2号土塁基底ヨ

土 器 かわらけ
脚

～底凱 蜘劇
ロクロ成形

回転糸切り

やや密
登瓢圭憂評母・雲飼
覇 ・ 穣 ・ 那

良 橙 表面やコ窒耗

14区

5号土塁基魃樹
土 器 かわらけ (108)。 (26)。 (60)

口縁

～底部片
瓶
部
内
底

ロクロ成形
回転糸切り

ヾヾ密
√ ぎ 石 ・ 柳

赤 ・ 馳

不良 橙

1
14区

5号土塁基底剖
土 器 かわらけ 底部片 内タト面 ロクロ成形

やや密
長石・抑
赤・祭粒

良好 橙

11
14区

5号土塁基底都
土 器 かわら1〕 (120)・ ―

・
―

口縁部片 内外面 ロクロ成形
ヾヾ密
韻功g・ 韓 獨
赤 ・ 鐸 鮮 立

良月 瞳

1 2区 溶十層 1 土 器 うヽわらt〕 6 6 ・ 1 6 ・ 4.4 影 蜘醐
ロクロ成形

回転糸切り?

やや密
韻勃百・ζン色帽景氏

良 明褐

ユ 2区 膵十層 1 上 器 かわらけ (13.3)。 (2 2)・ (7.2)
口縁
～底部居

内外面 ロクロ成形
やや密
不 市 痣

・ 長 】 雪

良 橙 底削肇耗

18区 幕十層 4 土 器 かわらけ
口縁
～底部片

内外面 ロクロ成形
ギヾ笞

石英・長石・雲日
抑

。
現 や 閣

良 橙

18区 藩十層 4 上 器 かわらけ (12.9)。 (29)。 (6.4)
口縁
～底部岩蜘劇

ロクロ成形
回転糸切り

やヾ監
者 ン tr雲 ギ 酸

。
星 許 円

早 万・万 革・那

良 橙

lt 1区 T●4 土 器 かわらけ (138)・ ―
・

―
口協暗臣 内外面 ロクロ成形

報 密

Z手 芙 ・ 長 】
g

雲母・全進鐸湘
良 鈍いう畢:オ壁蓋

1 2区 土 器 かわらけ 口納 内タド面 ロクロ成形
やや密

矛 工 芙 ・ 覇

抑
良 明紹

2区 土 器 いわらけ徹23)。 (2.4)。 (74)
口縁

～底部庁 蜘帥
ロクロ成形

回転糸切り

やや密
石英・長石'金色雲母
赤 ・ 離

良 明赤褐

2区 土 器 かわらけ
脚
～底部片 蜘醐

ロクロ成形

回転糸切り

やや密

T=英 ・ 長 】 ζ

命色雲母・黒粒
良 橙

3区 T●5 上 器 かわらけ (11 2)。 (2 1)。 (6 4)
口縁

～底部片
内タト面 ロクロ成形
底部 回転糸切り

ギヾ省
金色雲母・雲母
覇

。
穣 ・ 那

良 痛

3区 土 器 かわらけ (10.4)。 (2 2)。 (6.0)
口縁

～底部肴
内タド面 ロクロ成形

鷲 密

抑 ・ 雲 飼

長 石・石 英 功 蝸

良
鈍し堪譴 に

明赤褐力W昆ざる

5区 土 器 かわらけ ―
・

―
・(94)

脚
～底部片 蜘醐

ロクロ成形
回転糸切り

やや密

イ

=果

・ 長 】 雪

抑
良 橙

6区 土 器 かわらけ
僻 B

～底部片蜘劇
ロクロ成形

回転糸切り

ヾヾ密

穣 ・ 覇

金色雲母
良 縮

7区 土 器 かわらけ
口縁

～
爛

内タド面 ロクロ成形
ヾ ヾ 省

釜色妻母・暮凋
覇 ・ 穣 ・ 那

良 橙

7区 土 器 かわらけ (5,0)。 (26)。 (37)
口縁

～底吉「
内タト面 ロクロ成形
底部 回転糸切り

やや石
金色雲母・雲日
長石・石英 功認

良 明艤
口鹿癬邪
ゆがみあり

7区 T「 1 土 器 かわらけ 口縛 躊 内外面 ロクロ成形
やや密
石英・長石う認
金色雲母

良 施い褐

9区 土 器 かわらけ 口貶癬郭 内外面 ロクロ成形
やや密
抑 ・ を )d

赤・驀地
良好 陵

表 3 く第55次調査出土遺物一覧〉 ( )は推定値
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( )は推定値

図 出上位置 ね三  冴J 器種
イ去    量 (Cm)
日径・器高・底径

部  位 調 整 胎   土 焼 成
g   調
内面・外面

備 考

9区 土 器 かわらけ 口脚 内外面 ロクロ成形
や や 密

抑 ・ を

"働赤・ !掃甲t'【立
良好 橙

■区 土 器 ドわらけ 口翻 内外面 ロクロ成形
ヾヾ密
金色雲母・砂巡
赤・ !阜軍t,【立

良好 橙

11区 土 器 うゝわらけ ―――― ・ ――――。(8.0)
僻 |

～底部片
緬
部
内

底

ロクロ成形
回転糸切り

やや密
柳

良好 橙

1 12区 土 器 ,ゝわらけ (8.0)。 (1.7)。 (5.4)
口縁

～底部片
緬
部
内

底

ロクロ成形
回転糸切り

やや密
石 】 窪 学 雲 干 撃 ・ を

"怪赤 ・ 馳

R97 橙

13区 Tr-5 土 器 いわらけ (10.0)。 (1.8)。 (6.0)
口縁

～底部片
瓶
部
内

底

ロクロ成形
回転糸切り

ヾや密
長石・金色煙報
赤・ !弓軍:】に立

良菊 級
橙

肺
獅

13区 T庁4 土 器 いわらけ 底部 蜘醐
ロクロ成形

回転糸切り

やや密
覇 ・

`金

Xヨ写妻民
赤・ !写甲t,【立

良珂 橙

13区 Tr 4 土 器 かわらけ 口能癬部 内外面 ロクロ成形
ヾヾ密
鰤
赤・ !目雫t,【立

良珂 橙

l 13区 T●4 土 器 いわらけ 劇 蜘醐
ロクロ成形

回転糸切り
やや密
鰤

RIJ 橙

2 14区 T「7 土 器 いわらけ (120)―――・一― 口筋培1舟 内外面 ロクロ成形
やや密
√ラ宙・韓 獨

不良 橙

3 14区 T,7 土 器 いわらけ (167)。 一―・―― 口溺宿S 内外面 ロクロ成形
やや密
金色雲母
長石・石英功報

良 橙

4 14区 土 器 いわらけ 底部 緬
部
内

底

ロクロ成形
回転糸切り

やや密
登

yt蛋
雲

“

酸 ・ _TR

長石・石英 功報
良 橙

5 15区 Tr16 土 器 かわらけ (118)。 (2.1)。 (6.0)
口縁

～底苗 蜘醐
ロクロ成形

回転糸切り

や ヾ 密

鰤
。

⊆ 計 目

長石・石英功饂
良 橙

6 15区 T「16 土 器 かわらけ 底部 蜘帥
ロクロ成形

回転糸切り

ヾ ヾ 監

金色雲母・雲日
長石・石英功認

良 比い責褐

7 15区 T「16 土 器 かわらけ
―

・―一―・ 7.0 底部
内外面 ロクロ成形
底部 回転糸切り

ヾ ヾ 竹

5υ 石 ・ 抑

赤 ・ 早 鮮 立

臭好 地い褐

8 15区 T庁16 土 器 かわらけ (11 0)。 ――――・―――― 口脚 内外面 ロクロ成形
やや密
覇 ・攀 目
赤・ J写甲甘】【立

良男 燈

9 15区 T■16 土 器 かわらけ 口籾磐F 内外面 ロクロ成形
やや密

=E三
と,石・

`ξ

こ:イ tとこ|::ヨ 和[ヨ]

赤・ !弓早:】【立
良好 明赤褐

l 18区 T,3 土 器 かわらけ 10.4 ・ 2.5 ・ 5,8
口縁
～底凱 蜘劇

ロクロ成形
回転糸切り?

ヾヾ省
金色雲母・雲飼
幕 万・万 革 o試

良 橙 タール付着

18区 T,1 上 器 かわらけ (10.4)。
―

・
―

ロル癬郭 内外面 ロクロ成形
ヾ ヾ 監

石 英 。長 石・雲 目

鰤
。

)制 畿

良 橙

1 2区 2号水路 上 器 橋 鉢 (17.0)・ ―
。
一

口縁

～
脚

内タト面 ナデ整形
やや密
長石拓腱・雲母

良 醒

1 2区 土 器 火鉢 (20 0)・ ――――・―――― 口脚 内タト面 ナデ整形
やや密
銚

不良
内面 黒褐
外面 鈍い貢荘

1 18区 募十層 4 土 器 橋鉢 回縛 | 内外面 ナデ整形
やや粗い

石英 。長石
鰤 ・ 功 劇 位

良 鈍い橙

l 3区 T●5 土 器 橋鉢
口縁

～
膊 |

ヾヾ密
金雲母
長石・石英 功認

良 明赤褐

1 3区 土 器 麟 (30 1)・ ――――・ ―――― 口縁

～体制
内タト面 ナデ整形

ヾヾ雀
金色雲母・雲獨
長石・石英功認

良
面

面

内

外
灰オリーブ
オリーブ黒

1 6区 土 器 内耳 耳部 内外面 ナテ整形
やや密
7ξ ラ 苺 ・ よ 急 え 写

瓢
良 鈍い橙

1 7区 T「1 土 器 鵬 29 5 ・ 6 6 ・ 25.8
口縁

～底樹

内外面 ナデ整形
外面 砂底 。内耳 をも巧

外面 ススイ寸着・↓旨麟

やや密
長石・石英・雲氏

良 翻
口帝癬郭
3本のきぎみあり

4 ユ 7区 上 器 火鉢 ロル癬郭片 内外面 ロクロ成形
ヾヾ雀
金色雲母・ _TR
√ と 【 :・ 純

良 明赤褐

2 7区 土 器 上釜 肩部 内外面 ナデ整形
ヾ ヾ 牲

金巽妻雲Fオ・ 雲 日

√ ご 百 ・ 所 鞣 立

良 橙
耳付
霰用痕あり)
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( )は推定値
番
日

巧
出上位置 れ三  】Ⅲ 器 種

法      亘 (Cm,
日径 。器高・ 底径 部 位 調 整 】台   上 焼 成

色   調
肉面・ 休 面 備 考

3 13区 Trユ 土 器 指鉢 ? 脚 内タト面 ハケナデ整形
ヾ ギ 笹

長石
赤 ・ 馳

不良
内面 灰褐
外面 浅黄陛

囚面一部、外向全打
二次被熱を受「
ている

4 13区 土 器 火鉢 ? 鰐 [ 内外面 ナテ整形
密
覇

良好 囀
灰

肺
緬

5 14区 Tr9 土 器 橋鉢 ? 口鹿癬部 内外面 ナデ整形
ギヾ密
覇
赤 。

li「ヨ,I色

'1

良好
内面 鈍い黄落
外面 赤褐

赳 ?

6 15区 Trユ 土 器 鉢 (12,0)。 ――――・ ―――― 田鹿癬部 内外面 ロクロ成形
や や 省

全妥登星剖号・長石
)p巴と・ 1:と

'け

Iヨ〕:
良好 鈍い5黒【4嘔詠 近世 ?

7 15区 土 器 火鉢 ―――・
―

。
(14.0〕

脚
～底部片

内外面 ナデ整形
や ヾ 咎

長石・金妻母
赤 ・ 票 弊 立

不良
灰
褐輌

獅
底部近 く
翔

8 2区 1号水路
中国脳器
鮒

皿 (10.0)・
―

・
―

口鹿癬零 密 良如
内外日縁部 界線
外面胴部 唐草文か

9 3区 3号水路
中国胞器
誡

購 胴部 随 嵐 油

3区
1号石列際

中国秘器
誡

不明
(花瓶?)

脚部 麓 白tw

7区
中国秘器
白磁

皿 底部片 躙 R月

1 2区
国産胸器

天酵翻 脚
鋤
体部下半露胎

密 良 略
黒

肺
緬

炒
後Ⅲ～Ⅳ期肺 羹磨

18区 T,3 軸
炉 羹濃

牌 席 nT (10.0)。 
一

・ 
―

口翻 蜘 密
穣

良 釉 灰オリーフ 大窯ユ

15区 T,1 国産胎燃
癖 羹濃

解庁 阿 (11,0)・ ―一――・ ―――― 口翻 蜘 密 良好 釉 ,鍍 )善紫1

1 14区 T,10 国産胎熔
肺 瑞

脚 口鹿癬祁 廟 密 良好 釉 灰白 大窯 1

1
3区
1号石列際

国産胎熔
腋 羮濃

ullL 11.0 ・ 2.9 ・ 6.3
口縁

～底凱

内面 丸ノミ状工具によるソキ
う〔汗由
内面F口花文

やや密 良 釉 オリー翔
黛 2

輪 トナ庚あり

1
14区

5号土墨基底苛
国産胸碁
肺 羮樹

皿 底部
廟
内面印花文

諮 良奸 釉 鈍い黄
大窯1～ 2

備 台

10区 T「3
国産胸器
肺 羮膚

釉 ―
 ・ ――一―。(4.0)脚

悧
鉄釉 (全翰 密 良月 黒

隅
輌
知

簿 1

1〔 2区 2号水路
国産蹴
肺 羮濃

皿 底部片 灰釉 (全面施釉) 密 良 釉 オリー碧 一・・
ム
ロ

態
備

8区
2号土塁基底剖

国産陶零
肺 難

茶入 劇 底部 回転糸切り 密 良媚 釉 黒

6区
国勘 器
赫 羮農

指鉢 榔 寄青汗由 密 長 暗灰 大窯2～ 3

3区
1号石列際

国勘 器
頼戸美鵡

構鉢 脚 帥 密 良好 級 大窯1～ 2

13区 T「5
国産鰯

四耳重? 胴部 内面 ナデ整形 密 良 釉 灰オリーフ 絨 澗lD~羮浩

3区 3号水路
国脚角器
願 難

瓶子 ? 胴部 輪積後 ロクロ成形 密
穣

良婿
内面 極賠坊濯
外面 オリーフ謁

炒
中期 I～ H

2区
雪鯛
常滑

甕 同部 内面 ナデ整形 密 良痴
内面 褐灰

外面 黒
自寂切紬

3号土塁
∃融 器
常滑

甕 〕同吉[ 内外面 ナデ整形 密
覇

良 灰
賤

肺
嫡

15区 T■3
ヨ潤鋸
常滑

甕 肩部 内外面 ナデ整形 密
恥

良
内面 黒褐
外面 明赤褐

14区 Tr 7
常滑

甕 同部 内タド面 ナデ整形
密
雅 わ 痣

。
長 Я 雪

良 地い褐

1 6区 T「3
肥前

艦 (6.0)・ ―
・

―
蓋 対 寸 罰 蜘 密 良

,魏
18C前半
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( )は推定値
番
日

〓
出上位置 種  別 器 種

仏      亘 (Cm,
日径・器高・底径

部 位 調   整 層台  土 焼 成
調

面 ・ 妹 面 備    考

1〔 2 5区 損幡し 幡 蓋 期 寸 型紙招 密 良 18C後半

3 6区 Tr-1 ヨ鰯 皿
1櫛
～醐 居勒蜘

密 良
罪由
明オリーブ灰

瓢
電

4 6区 ∃産陶器
碗

'本

弼筆F
～底剖

長石釉と鉄釉の掛け分け
密 良

釉 極晴褐
灰オリー

17C中期
瞬 事守農

5 6区
国産穂器
肥前

皿 ――・ ――・ 4.4 底部
染付・底裏銘「福」
見込ヨンニャク判五弁花文

密 良
18C前半
籐

6 4区 4号水路 国産陶舞
瞬 羮培

鉢 ~――― P――――● 16.0
鰤
～底部片

闘 密 良 釉 減責
17C後半
～18C前半

7 6区 T「1(刺 国産磁群 諦
口縁

～僻 「廟 密 良 汗由  動Ⅱ語表うに 17C

8 6区 国産陶器
瀬戸美濃

/J増本
口縁

～体笥
う〔罪山 密 良 rh 明黄褐 17C後半

9 13区 T● 13 土  器 脚
欄

内タド面 ナデ整形
やや密
長石。雲母髯鎚

RIJ 明痛

[( 6区 土製品
ヾヾ雀
長努三・金差蛍妻伺
紬

良 橙 子し2 mm

1 1区 T庁5 缶属製扉 釘
さ

９

長

ａ
幅 厚さ

・ 1 3 ・ 1 2 騨鯉5区 錦 製扉 釘
長さ 幅 厚さ
13 3 ・ 1.2 ・ 1 1

理

5区 錦 製扉 釘
長さ

10 6 ・

さ

７

厚
０
．

幅
０
・
９

製

5区 矮幡し 釘同製扉 ♂丁?
長さ 幅 厚さ
11 3 ・ 1.1 , 0 8

鯉

5区 頼括し 釘高製辞 釘
さ

３

長

針
幅  厚さ

1.1 ・ 1 3
製

tt 5区 横鷲し 釘風製扉 夕「 ?

さ

９

厚
０
．

幅
嶋

さ

３

長

ａ
一部欠損
製

1 6区 斜高製扉 釘
長さ 幅  厚さ

77 ・ 11。  1.2

頭部に曲げ
先端欠損
理

I 14区 T,3 錦 製品 釘
長さ 幅 厚さ
5.4 ・ 0.6 ・ 0.5 製

15区 T,15 釘罠製犀
さ

８

長

４
幅 厚さ
2 0 。 0 6

銅製か

17区 T■ 1 鋸 製扉 刀子
さ

９

厚
∈

幅
『

さ

ヮ

長

１４ 抑製5区 翻 品 石白 下白

5区 翻 品 石 臼 上 臼

1 13区 石製品 石 臼 ―― 。
(114)。 (364 上 臼

車由導曇子し起室宅ζ
約(56)cln

2 7区 石製品 石 臼 脚付

3 13区 石製品 石 臼 上 自
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第 4章 調査の成果 と課題

第 1節  地 籍 図 との 照 合・ 検 討

現在、 甲府 市役所所蔵 の地籍 図 を検 討す る と、大正 10年以 降、 その姿 を消 した西 曲輪南

虎 日前の馬 出土塁や県道 の直線化 に伴 って埋 め立 て られた梅翁 曲輪 の堀 な どを、 あ る程度

読 み取 るこ とがで き、復元 が可能であ る。更 に、道・ 水路 は赤・青色 に よ り彩色 されてお

り、動線 。用水系 の推定 も可能 とな る。現在、館跡前 の堀 に沿 って東西 方向 に通 る県道部

分 はバ スの乗降場 。観光客 の駐車場部分 を も含 め る と幅 15m、 西 曲輪 の前 に至 っては幅 30

mを 測 る広 い空間が存在 してい る。 こう した空間の復元 は現在 の状況 か らはまった く不可

能で あ るが、調査地周辺現 況 図 と地籍 図 とを照合す る と、 おぼ ろげなが ら館 の前方空間が

浮かび上 が って くる。

今 回の報告 に際 し、周 辺現況 図 と地籍 図 を照合 し、復元・ 比定作業 を試み る。 なお、作

業 に際 して用 いた現況図 は昭和 60年測量の「史跡武 田氏館跡指 定地現況 図」 (縮尺 1/1,000)

と甲府市役所が所蔵 す る地籍 図 (縮尺 1/600)で あ る。両者 をそれぞれ縮尺 1/1,200に 統一 し

て照合 した。使用す る字梅翁 ・大手下の地籍 図 には昭和 23年 複写 と記 されているのみで作

成時期 が不 明で あ る。 ただ明治 36年作 成 と記 され る地籍 図 もあ り、 明治期 に作成 された も

の を基調 とし、以後加筆 。修正 が行われてい ると考 え られ る。作業 は現況図 と地籍 図の水

路 。道・ 地割線 な ど、照合 可能 な部分 を基準 に して比定 した。細部 において厳密な精度 を

保 ってい るか不安で はあ るが、全体 の様相 を検討す る上 で は有効 となろ う (図 45)。

地籍 図か ら読 み取 れ る西 曲輪南虎 日前の馬 出土塁や梅翁 曲輪 の上塁 と堀、更 に道・ 水路

を表示 し(図 46)、 検討す る。梅翁 曲輪 の上塁 と堀 は現在 で も西側部分 が残 ってお り、地籍

図上 において既 に県道 に よ り埋 め立 て られた部分 を復元 す るには問題 はない。 また現在 、

確認で きない西曲輪南虎 日前の馬 出土塁 は地籍 図 に よ り明瞭 に確 認す るこ とがで きる。

県道 を境 に東側 は字大 手下、西側 は字梅翁 に分 かれ るが、字梅翁 にお ける地割線 は行路

と軸線 を同 じくし、方形 を基調 とす る整然 とした区画 をな してい る。一方、字大手下部分

には周辺地割 と異 な る不整形 な区画が存在 し、更 に街路 の軸線 と異 な る地割線 a.b等 が

認め られ る。すで に武 田氏時代 か らの城下町の軸線 は、依然 として現在 の街路 に踏 襲 され

てい るこ とが明 らか にな ってい るため、磁北か ら約 20°東 に振 れ る街路 。地割線等 は戦 国城

下町の街路プ ランを踏襲 した ものだ と判断で きる。それ とは異 な り磁北 か ら東へ約 30°振 れ

る地割線 a・ b等 は戦 国城 下町の街路プ ランとは一致せ ず、む しろ扇状地 の傾斜方向 と一

致 してい る。第 54次調査 にお いて検 出 された磁北 か ら東へ大 き く振 れ る 8～ 10号溝や地割

線 a.bな どに見 られ る 自然地形 に規制 された ものが館造営以前の軸線 とな り、城 下町建

設後 において も部分 的 に存在 したのか も知 れない。更 にはそ う した 自然地形 に規制 された

地割線 が存在 す る間 に確 認 で きる区画 A・ B等 は、発掘調査 に よる成果 が蓄積 されていな

い現状 で は、やや安易で はあ るが古絵図等 の記載か ら家 臣団屋敷等 に推 定 され よう。 その

上 で依然 として、 自然地形 に規制 された地割線 が存在 してい るこ とを考慮す ると、町割施

行 に よ り、整然 とした区画が並ぶ様本目は推測で きず、館 を中心 としつつ散居的な分布 をな

していたので あろ う。

次 に、地籍 図 には道 が描 かれてい る。発掘調査 に関わ る範 囲 において もほぼ C～ G地点、

さらに西 曲輪 の虎 日前 まで その動線 を確認 してい る。描 かれてい る道 には所 々でクランク

状 に屈 曲 を持 っているこ とが理解 で き、調査範 囲 において もDoF地 点 にそ う した形状 を

↓旨摘 で きる。 D地点 には各種 古絵図 に よ り描 かれ方 に違 いはあ るが、土塁 と堀 を駆使 した
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図 45現 況 。地 籍 図 照 合 図 (S=1:1,200)

-81～ 82-



□
～ 堀

圏
～ 道

県道甲府山梨線 (貧田通り)

0             60m

図46 武田氏館跡地籍図 (字梅翁。大手下 )

-83-



虎 日空間が存在 していた と理解 で き、E地点 も地籍図か ら梅翁 曲輪 の上塁 として復元 した。

おそ ら く虎 日空間 を形成す る土塁 として機 能 していたので あろ う。第55次調査 において、

6号土塁 として認識 したのは地籍 図の C地点 に相 当す る。地籍図ではこの部分 に水路 と道

に挟 まれた南北6～ 9m、 東西 72mに 及ぶ細長 い区画が存在 す る。極 めて狭 い範 囲の確認で

あったためやや不安 を残すが、土塁 として復元 した。すで に地籍 図上 で土塁 として復元 し

た E地点 において も、幅 5。 20mを 測 る 1号土塁が確認 され、土塁裾部分 の東西両側 には石

積 に よる幅約 78～ 86cm、 深 さ64～ 74cmを 測 る 2・ 3考本 路 を確認 した。地籍 図上 では幅 8

mと して土塁が復元 されたが、 この数値 は発掘調査 に よ り検 出 した 2号水路 の東側石積 か

ら 3号水路 の西側石積 まで、すなわち土塁 とともに水路幅 を も含 めた長 さにほぼ一致す る

こ とが判 明 した。

さらに F地点 も同様 に各種古絵図 に よれば、土塁が駆使 された馬 出土塁が描 かれてい る。

現在 で も、 この地点 は梅翁 曲輪 内に通 じる通路 として機 能 してお り、 あるいはこの地点 に

も虎 日空間が想定で きるか もしれない。第55次調査 では、 この部分 に 2～ 5号 土塁が検 出

された。 2号 土塁 は折 れ を持 ち、 3・ 5号土塁 は喰 い違 い となろ う。特 に地籍 図で確認で

きる動線 の屈 曲部分 は、検 出 された 2号土塁の折 れ に規制 された ような一致 した形態 を と

る。おそ ら くこの地点 は地籍 図の動線 がそ うであるように、一つ は梅翁 曲輪 内か ら通 じる

通路が、 もう一つ は梅翁 曲輪 の東側堀際 を通 って侵 入す る二つの通路 が交 わ る空間 とな る

ので はないだ ろ うか。

最後 にG地点 を見 てみ る。地籍 図か らはこの部分 に西曲輪南虎 日前の馬 出土塁が復元 で

き、動線が屈 曲 してい る。 おそ ら くこの上塁の存在 に規制 されて道が曲が った もので あろ

うが、復元 した馬 出土塁の東側部分 とそれ に対応す る西側部分 の南北距離 を地籍図上 で測

ると、僅 かで はあるが東側 土塁が短 くなってい る。第55次調査 で は、 この部分 に 6号水路

と 5号石列 か らな る L字状 の区画が確認 され、全体 図か らは 4号土塁の東側裾部分 と 5号
石列 が一致す る。 あるいはこの L字状 の区画 を 4号土塁 として解釈 で きるか もしれない。

以上、地籍 図 を基 に発掘調査 に よ り得 られた情報 を加味 して検討 して きた。 もとよ り部

分的な調査 の上 に多 くの推量 を重ねてお り、単 に状況が一致 しただ けの可能性 もあるため、

誤信 を冒 してい るや も知れない。特 に今 回の復元 に際 して、多 くの部分 で動線 に依製 して

推量 を加 えて きたが、 もとよ りこの動線 は明治期 まで しかその存在 が確 認で きないため、

中世 まで遡 らせ るこ とに大 きな躊躇 を感 じる。 それで もなお地籍 図 には館跡及び城下町等

の様本目を今 日まで、幾分 か伝 えてい るこ とを知 り得 る。

第 2節 発 掘 調 査 の成 果

(1)第 54次調査

第54次調査地 か らは井戸跡・ 集石墓坑・溝跡・ 土坑・ ピッ トな ど多 くの遺構 が確 認 され

たが、残念 なが ら丼戸跡・集石墓坑 を除 き、 その他の遺構 の性格 。用途 な ど具体像 を明 ら

か にす るこ とはで きなか った。 そ う した中で町割施行 と関わ る成果 が得 られた こ とは大 き

か った。検 出 した溝跡 には磁北か ら約 30°東 に振 れた軸線 を もつ 2・ 5号溝 とそれ にほぼ直

行す る軸 を もつ 1・ 3号溝、その一方で、磁北か ら東へ約 40～ 60°振 れ る 8・ 9。 10号溝等

が ある。特 に 9号溝 には 2時期 の変遷が確認 されてお り、素掘 りの溝 か ら側面 に石 を並べ

た石組 みの溝へ と変遷 してい る。 出土遺物 には小片 となったかわ らけ と底部 内面 に印花文

が押 され、大窯 1～ 2期段 階 に位置づ け られ る瀬戸美濃灰釉皿 の底部片が ある。遺物 の絶

メ寸量が少 ない現状 で はやや Jと もヽとないが、 近世其月以降の遺物が確認で きないこ と、 灰釉皿

が石組溝覆土 中か らの出上であるこ とな ど、館 造営以後、 16世紀 中頃 には溝 としての機 能
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を依然 として持 っていた と考 え られ る。

先行業績 で は、館 を基軸 として南北 5本の主要街路が二町間隔 に並 び、館 と城下町の街

路プ ランが一体 的 に設計 されてい るこ とか ら、府 中移転の 当初 か らすで に基本 的な街路 の

設計 がな されていた とされ る (数 野 1990、 94)。 検 出 された磁 北か ら約 30°東 に振 れ るもの は

戦 国城 下町 の街路プ ランに規制 され た ものだ と推測す るが、 9号溝 な ど磁 北 か ら大 き く振

れ る もの につ いては地形 に規制 され た もの と判断 で きる。 その上 で、変遷 を遂 げつつ 16世

紀 中頃 にお いて も街路プ ランに規制 されず機 能 し続 けてい る点 は注意すべ きで あ る。

(2)多何55老k膏周
=≦

第 55次調査 におけ る最大 の成果 は、水道管敷 設 に よ り攪乱 を受 けた部分 が存在 す る もの

の、依然 として遺構 が良好 な状態 で残 ってい るこ とが確 認で きた こ とで あ る。遺構 の有無

確 認 を第一義 として調査 を進 めたため、確 認 した遺構 にはその性格 、範 囲 につ いて判然 と

しない部分 が あ る。

そ う した中で も、確 認 した遺構 の軸線 か らは特徴 的な傾 向が窺 えた。遺構軸線 は、大 き

く 2つ、東へ約 30°振 れ る もの と西へ約 60°振 れ る もの とに分 け られ る (表 4・ 図 47)。 館 の土

塁・ 堀 に規制 され、直交す る軸線 とな ってい

るの は明 らかで ある。 20例 中、用水路 と して

機 能 し、県道拡幅 に よって埋め立 て られ た こ

とが明 らか な 9号石列以外 は、戦 国期 に位 置

づ け られ よう。特 に、西へ振れ る (東西方 向

にわた る)も の に比べ、東へ振 れた (南北 方

向 にわた る)も の に若千バ ラツキが多 く見 ら

れ る。 2号石列 と 3号土塁 は一見 して、他 と

異 な る軸線 を もつ。調査 に よる確認 を経 て い

ないため多 くを語れないが、数値上 、両者 は

直交す るこ とにな る。南北車由に対 し、東西軸

を もつ もの に比較 的バ ラツキが少 ないの は、

館 の南辺、東西方向 にわたる土塁・ 堀 に よ り

強 く規制 された結果 で あろ う。      N
6.8,18,19

表 4検 出遺構方位軸

番号 離 方  位 需 遺構名 方  位

1 1号水路 N-60° ―W 5号十三 N-34° 一E

2 2号水路 N-30° 一E 1号石列 N-61° 一W

3 3号水路 N-30° 一E 2号石列 N-70° 一W

4 4号水路 N-63° 一W 3号石列 N-62° ―W

5 6号水路 N-59° 一W 4号石列 N-33° 一E

6 7号水路 N-29° ―E 5号石列 N-32° 一E

7 1号土塁 N-30° 一E 6号石列 N… 26° 一E

8 2号十里 N-29° 一E 7号石列 N-29° 一E

9 3号土塁 N-18° 一E 8号石列 N-29° ―E

4号十累 N-22° 一E 9号石列 N-44° 一W

アル子
'テf

11

甥≪
4

図47 遺 構 軸 (番号は表4と 対応する)

W

13
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調査 に よ り 1～ 3号水路、 1・ 6号土塁、 1号石列 等 が集 中 して検 出 された地 点が あ る。

以下、調査 か ら得 られ た、特徴 を拾 い出 してみ る。

①東西方向 に走 る 1号水路 は長 さ21mに渡 り南北両側 を石積 と した水路 で、北側 3段積
みで高 さ72cm、 南側 は 2段積 みで高 さ47cmと な り北側 が高 く普 請 されてい る。

② また水路南側 の根石 に比べ北側 の根石 には大 きな礫 が据 え られてい る。

③ 2区、調査 区北壁 には、土層堆積 に粘質土 と砂粒 との互 層 にな る箇所 が確 認で きる。

④ 2号水路 は大 き く段差 を生 じ、流下す る構 造 とな ってい る。

北側 に対 す る普 請 に意 を注 いでい るこ とが理解 で き、 明 らか に一段高 い地形 を復元 す るこ

とがで きる。 また幅 5。 20mを 測 る 1号土塁 を挟 んで西側 か らは、東西方向 にわた る 1号石

列 を検 出 してい る。調査終 了後 の工事立 ち会 いに際 して、 この石列 は更 に西側 に約 2m延
長す るこ とが確 認 された。 これ に対応す るように、堀側 の 15区で は黄褐色粘質上 に よる盛

土層 2・ 3が確 認 されてい る。堀側 の 15区で は相対 的 に遺構確 認面 が高 くなってい る こ と

な どを勘案すれ ば、 1号水路北側 の石積 及び 1号石列 を境 にそれか ら主郭 の堀側 にか けて

は盛 土 に よ り高 い地形 を造 り出 してい ると考 え られ る。

これ に対 して東側 、 17区 として調査 した地点か らは 6号 土塁 を確 認 してい る。極 め て狭
い範 囲の確 認 で あったが、前述 した地籍 図か らの検 討 に よ り上塁 として認識 した。幅 6～ 9

mlこ復元 で き、 1号水路】ヒ側 に

推 定 した盛土層 1と は位置的 に

若千喰 い違 い とな る。1号水路 。

盛 土層 1及 び 6号土 塁 との間 を

虎 日として推 定す る (図 48)。 状

況証拠 か らそ う した推 定 を導 く

に至 ったが、単 に普 請 に関わ る

痕跡のみで、具体 的 に虎 日空間

として認識 で きる遺構 、 あ るい

は城 門等 の作事 の痕 跡 を捉 えて

いないため、依 然 と して多 くの

課題 を内包 してい る。 なお、想

定図では各遺構 の幅 。長 さ 。高

さ・ 深 さ等 につ いて抽象 して作

図 した。 また、 1号水路 と 2号
水路 との関係 及 び 3号水路 と 1

号石列 との関係 につ いて も重複

す る状況 は確 認 で きなか ったた

め、同時存在 と して認識 した。

同様 に、 2～ 5号土塁、 1号堀、 2・ 5号石列、 2号集石 、 6号水路、道路状遺構 等 が

集 中 し、検 出 され た地 点 も複雑 な様相 を示す。各遺構 の状況 につ いて確認 してお く。

① 2号土塁 は 7・ 8区か ら南北方向 に検 出 された。幅 5.50mを 測 り、石積 が確 認 され る

が、ずれ を生 じるため折 れ を もつ と推 定 され る。 (図 26)

② 3号 土塁 は 9区か ら南北方向 に検 出 され、幅2.45mを 測 り、東西両側 には石積 が確 認

されてい る。東側 に比べ西側石積 には大 きな礫 が使 われ、補 強のためであろ うか、 そ

の前面 には間層 を入れず に、更 に もう-711・石積 を施 してい る。 (図 27)

③ 4号 土塁 は11区 か ら南北方向 に検 出 され、幅 2.80m、 高 さ1.30m程 を預1る (図 28)。 地

籍 図か ら復元 された馬 出土塁 に相 当 しよう。

図48復 元 想 定 図 (I)
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④ 10区 か ら検 出 した 2号石列 は、東西方向 に僅 か2.60mの みの確認 で あったが、地籍 図

の検討 か ら、方向 を変 え 4号土塁が この部分へ延 びて い る と考 え られ る。

⑤ 5号土塁 は13区 か ら南北方向 に検 出 された。幅 3.50mを 浪1り 、東西両側 には石積 が確

認 されてい る。 3号土 塁同様 、東側石積 に比べ西側石積 には補 強のためで あろ うか、

その前面 には間層 を入れず に、更 に もう一列石積 を施 してい る。 (図 33)

⑥ 3・ 5号土塁 は幅が異 な り、 1.50m程喰 い違 うため、佃 々の上塁 として認識 で きる。

調査 で確 認 まで に至 らないが、更 に推 定 され る点が 2点程 あった。

① 5号水路 と 6号石列 か らな る L字状 の区画 も 4号土塁 と して推 定で きる。

②埋土層 2と した 5号土塁の西側 に広 が る礫群 には北 か ら南側 にか けて傾斜 して堆積 す

る様子が確 認 で き、土層堆積 で も北 か ら南へ の堆積 、 そ して東か ら西側 にか けて傾斜

す る状況 を確 認 した。 この部分 、全体 図で は 1号堀 の延長 ライ ンに行号 してい る。 あ

るいは 1号堀 の存在 をこの部分 まで想定で きるか もしれ ない。

出土遺物 に よって確 実 にその時期 を明 らか にで きた遺構 はなか ったが、僅 か に土層堆積

な ど層位的 な観 察 か ら判 断 で きた点が あ る。

① 3・ 4号土塁 と 1号堀 は同時存在 す る (図 28)。

② 2・ 3号土塁間か ら確 認 された多量 の埋上の堆積 に よって、 2・ 3号 土塁 を同時存在

として認 め るこ とがで きる。 おそ ら く 2号土塁 を も合 めて 3・ 4号土塁 と 1号堀 は同

時 に存在 していた と考 え られ る (図 26・ 27)。

③更 に、埋 め立 て後 に新 たな文化面 が形成 された様相 は確 認で きないため、 2～ 4号土

塁 と 1号堀 をこの地 点 におけ る最後 の普請の痕 跡 として位置づ け られ る。

④ 5号土塁及び その東側 に広 が る 2号集石 も検 出 した状 況 か らは一連 の工程 として認識

で きる (図 33)。

南側 か ら検 出 された 2～ 4号土塁 と 1号堀、 それ に対 し北側 か ら検 出 された 5号土塁及 び

2号集石、 それぞれ層位 的 な観察 か ら同時存在 として確 認 で きるが、両者全体 での時 間的

位置づ けは判然 としなか った。 3号土塁 と 5号土塁 にはそれぞれ西側石積 に よ く似 た様相

が見 て とれ 、 また位 置 的 に も喰 い違 いが生 じ、

密接 な関係 とな って い る。 同様 な石 積 構 築 手法

が と られ る 3号土 塁 と 5号土 塁 を も、 同時存在

と して認 め る こ とが で き るか も知 れ な い。大 き

く推 量 を加 えて きたが 2～ 5号土 塁 。1号堀 等、

この地 点 で検 出 され た遺 構 は同時 存在 した もの

と推 定 され る。 ll■ 念 化 した もの を作 図 した (図

49)。

最 後 に これ ら遺 構 の年 代 で あ る。検 出 した 4

号 土 塁 は地 籍 図 で確 認 で きる西 曲輪 南虎 日前 の

馬 出土 塁 に推 定 で きるた め 、 西 曲輪 の存 在 を前

提 と した遺構 とな る。 そ れ故 、 その年代 を天 文

20年 (1551)の 西 曲輪 増 築 まで遡 らせ る こ とが で

きる。 一 方 、 2・ 3・ 5号土 塁等 を複雑 に配 置

して形 成 した虎 口空 間 は梅 翁 曲輪 か らの動線 を

意識 した構 造 とな って い る。 す で に前 述 した よ

うに梅 翁 曲輪 の増 設 は、 恵林 寺所 蔵 『甲州 古城

勝 頼 以 前 図』 に記 され る「平 岩 七 之介 築候 添 曲

輪 」 の注 記 か ら、 天 正 10年 (1582)の 武 田氏滅 亡

(集石 )

3号土塁
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以後 に甲斐 国 を領有 した徳川 家康 に よって増築 され た こ とが判 明 してい る。 その ため、土

塁 を複雑 に駆使 した虎 口空間の創 設 を武 田氏減 亡後 の徳川 家康 による梅翁 曲輪増 設以降 と

す るこ とがで きる。 4号土塁 に先行 す る土塁及 び その西側 に確認 した堀状 の落 ち込 み等 の

存在 か ら、個 々の遺構 の構築年代 としては天文 20年 まで遡 り得 るが、今 回の調査 に よ り確

認 された複雑 な配置構 成 を とる遺構群 としての年代 は武 田氏減 亡後 の天正 10年以 降 に位置

づ け られ よう。武 田氏減 亡後 の館整備 につ いて、現在 、知 り得 る史料 で は前述 した徳川 家

康 に よる梅翁 由輪増設 と加藤光泰 に よる館 内へ の石 塁構 築 な どが ある。 また、過去 の発掘

調査成果 か らも、梅翁 曲輪 の増設以後 に修 築 の手が加 わ ってい るこ とが確 認 され てい る。

天正 18年 (1590)徳 川 家康 の関東移封後、 甲斐 を領有 した羽柴秀勝 。加藤光泰 、更 には浅 野

長政 に至 るまで、 そのつ ど館整備 が続 け られ、 そ う した結果が今 回検 出 された遺構 として

捉 らえるこ とがで きる。

折 れが多用 され る複雑 な構 造 となったが、城 門等 の作事の痕跡 は捉 えていない。 図 中の

矢印 を動線 と して推 定す るが、調査 に よって確 認 されたの は 5号水路北側部分 のみで あ り、

他 は推測 の域 を出ない。 なお、 4号土塁 に先行 す る土塁 と堀状 の落 ち込み、 あ るいは調査

区各所 で確 認 された盛 土層や埋土層 な ど何時期 かの遺構 変遷 が確認で き、過去 の周辺地域

での調査 成果 を追証す るこ とがで きた。 そ う した点か らは大 きな成果 が得 られ たが、 その

具体像 は依 然 、不 明瞭で あ り、今後 に更 な る課題 を残 す こ ととなった。
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